
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2026-05-06

音波波形情報処理及び認識に関する研究

(Degree)
博士（学術）

(Date of Degree)
1983-03-31

(Date of Publication)
2015-11-04

(Resource Type)
doctoral thesis

(Report Number)
甲0397

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/D1000397

※ 当コンテンツは神戸大学の学術成果です。無断複製・不正使用等を禁じます。著作権法で認められている範囲内で、適切にご利用ください。

神内, 教博



音波波形情報処理及び認識に関する研究

昭和57年12月

神内教博



l均 窓 す史 す開二

オ三官命文 1'1 ，著肴力¥"神戸大学大学?完:白 tt441?了

研究什〉スヲム什学専攻博宝珠程在字ヤ l~ 行

なった γ 音波茂杉 jtt 報処理反ひ-zι域 I~ 閉す A

石育実 J め五え果~ j lc.. Jf， t: 6 の て・ 7 不支江沢め

7ゑJうh¥っ'( ¥)ぷ 。

筑1tは緒論て--F jk;友:えれJ]{，'幸広処:fl1L， ~.奇
之官芦誌を実的研究 ヒ音楽咋孝氏処理《研究 の定

-A: Ic. rl. ~t 1之ついて延べ A t. c i Iて本研守の屈

的およ ひ喧位置ついけを sAらかに して¥).3 

指2j手で 1-;1 J ~え来~JfL訪誌吉良・音素言lも裁の

イト;乞ヒマ め問殻点|てついて~べ・ノ キ ~l ~ rt ~良

す Jr7.. th Iて y 音芦;皮の !x主出力 k ロHをお力 を

令官[tO Iυ ク7 ッ フ・τa方弐、 E提案し y 音戸 j史

二重入方 ンステム め宅茸n¥モネ して l) J 

者J支て Id) ニ玄入右 シヌ 子ム E 間 lI J 計

手量め少ない日守間縄 4i1.の計tだけで ，:j~\ 立怒

戸Cν音約モ禁声破裂音ゃ鼻音等め音素詳|て

大令麹す J守;まヒ y 号~ ・母音区間在高荷友

(1 ) 



l三今有色す a守i玄モネしてけミ。

第4t.で・ r;;， J寺擦昔・破ヲ怠音の持ri'.え E表わ
守各種の 1¥・ヲメータ l二つ¥)('検討 E加え jそ

の結果 y雑音除去走イト定安:叉教 E新しい特控え

1¥。ラメータヒ Lて附けるこ ιE焚ましている。

そして y ょの)1・ラメータ幸二支入力システ乙i

ヒ組ぉ令もせ 3 こヒ I~ J 司 τ}}季啄音・破椋

音羽ピあ結皮 l~ t高利でき J こ k を.i!:べていミ.

境 5~ で 11 J 境Jt..為4*で扱っ六音頭
忘j鬼一的 lτ 識やJす j r~ ~の) IL プ 1)λ4ム主示

し)l.t蔽枝を i刊ぃ t~ t.夫、別事子検ヒ~取扱志的け

ない右京:5'1!定、検をわない y 乙のプ}しコ・リス‘.ムの

有対比モ石室布、内ている.文ノニ室入。 ιスラ

ムを昔 fタイプライタ ヒして前い与ニヒの

有勾 1土ヒ雲市社について逆べ T い~ 0 

場bj下で lす y す|レコ‘ー Jし生産工場 lておげる

製品め音のす舎をや曲目 ~IJ 箱詰め工程の台勃イL

ち図的ヒして y オlしコー JL音の令村 t拘号イん

守して世自の誌官民実、般を行 tJっ作結果 E}えへJ

てける.曲鼠色重力言iも哉〉スラム'c.1元号マッ十

、J
-
l
 
-
l
 
，E
、



シグ;去を考案し p タタiえの寸r:.. 7・)1， "E- 1ft l' {-c誌;
主主実.喰 iて J ゥてこの〉ス予ムカピ土危工程 lてヰ

入可包て・ chるこ k モ宥をかれでけ 3 。

境 7~1ぎ結 Z命で p ニ室入力〉究ラム iて与 a

音F込諮i忘 5ひオ)しコ- )しの曲目白勤定識ン

ス干 L，め有初，]也・実)干¥~土 lてつけマ J4 べている.

又，今後のす全対委果怒 lてぷ言及してい 3 。

}
 
-
l
 

-
l
 

‘
l
 

，『‘、



日 jえ

犠1孝 祐 吉命 一一一ー一一申ーー一ー一一ー一-1 

者Z章 者予認識ーーー一一一一ー一一←一一一一 10

之.1 はじめ r:: 一一ー一一一ー一一一一一---10 

2.2 JV-諸官lも域 ー一一一一一一一一一一ー一一一一 11

Z .3 音素込域一一一ーー一一一ー一

;c . J . 1 右足裂音め識別 一一一ー一一一一一一一 14

Z.J.2 尋才集者の域別 『一一一一一一一一一一 16

2.J.J 鼻音め域別一一一一一一一ーー一ー一一 1~

2.4 音声;及ニ玄入力シヌラム 1:' J J 

昔"t色気一一ーーー-ー一一一一ーーー一一一 1?
2.S むす O. -一一ーーーー』ーーーーーーー一--n 

手3j字 音芦;夜ニ室入力ン Zラム 1: J ~ 

子音め吟f投千由止;一一一一一-一一一ー一一一対

J . 1 はじめ iて 一一-一一ー一一一一一一一一一一一一-23 

J . 2 最低・ロ H主出力工ヤ 11...ギーの

時間妻、 11:.. -一一ー一一ーーー一一一一一一一一 -24

(iV) 



0.3 t:n(t)/Eo(t】時間走イじ世Tfg- 一一一一一-27 

J .4 識 ~Ij 安政 一一一一一一一ー一ー--36 

.3.4.1 l!*扱~)司 l I r:.域別!定成一一一一-.38 

J .4. .2 1患蔽扱 E吊いない識別実成一一一ー-40 

3.S 宅 寄与 一ー一一-一一ー一ー一一一一一-4~ 

J . b むすひい 一一ー一一一一一一ー一一一一一一--SO 

業43手 口腔出力と島眼出力 mイト取ピりク

すり 7・右1¥l~ J ~ I事4察官-・ 5皮4察官・

め識別ーー一一一ーー一一一一一一ーー一 -S2 

4. i はじめ l~ 一一一ー一一一ー一一一一一一ーーロ

4 . .2 fij:守尽を・成二j慕告の特ft立ー四ー一一一 -S4 

4.2.i ~夜行手ヒエネ}しギ一世1flk- ー一一 - S4 

4. Z..2 白乙相関係紅 t君主夫叉れ----60 

4..2..3 差ふ零安え教ヒ

雑音 1~; 去差イト零安叉事え一一一- bS 

4.J 誠子J~ぞ馬会 一-ー一ー一一ー←一一一一ー一一ーら?

4 . :1 . i 返夜~t:前\ 1 t--.. ~tf\ ~IJ !芝、検ー『ー一一一-71 

4 . J • .2 .i足取扱 E‘伺いな¥1 ~時 ZIJ 実‘喰】一一一ー- 73 

4.4 考 察一一一』ーーーーーーー一ー一一ーー『ー'77

t νJ 



4.0 むすひ・・一一一一一一一一一一←一一一-d'D 

橋5支 音"皮ニ堂入 1J~ステム iて J J 

音音:itι t~\ J }レプリズ‘ム一一ー一一ー--i52 

S • 1 l-;! じれ\~一一一一一一一一一ーーーー\" i?2 

~ .2 t ~買主Æ 識 7 ILコ“ 1) ス.ム一一一一一一;--8.3 

ζ. .3 識別実F食一一一ー一一一一一一一一一一一郎

o.♀. i 遮返.蔽オ板王モ用¥I巾k言識式汚F別1リj実旦全-"-一一一;μιj'

2 t . J .之 翠翠.高級t抜を嗣恥¥Iυ1い】言識実写F別1リ1!安実‘喰一-一一-一 sげ

ζ.4 実明+位主 lにτつ tυJてのラ肴青 1尽察一一一一一一一，/0。

よ.5 むむ‘すひ.由←-一-一←一一一一一一一一一←"'1幻S 

笥Gj字 オ}しゴ‘ー jし生産工程 lてお ry~ 

曲目的色動拠地一一一一一一一一一-?4 

6 . 1 はじめ l~ 一一一一一一一一一一一一一一%

6.2 曲目自動青色域乙ス子ムめす去二九一ー一9s

6.3 す lしゴー>/...音 i買の特符え一一一一一一 10i

b ，斗 照合 k話1¥汚IJ¥実馬全一一一一一一一←ー- 1.oG 

b .4. i データの入力スー一一-一一一一 107

6 .4..2 スへ・ 7トjしマッーキング ;2i一一一 107

<.v I ) 



6 .4. J 桁号マり Jキング法、一一ー一一- 111 

6.S む寸ぴ一一一一一一一一一一一一一一1.20

皆 η ，長 μ÷ム
~I '/ }{- 小tJ T同一一一一一一一一一一一一一一-- 1μ 

-~1 枠 ー一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一- 126 

今 売 丈 縦一一一一一一→一一一一一一 - 1Z 2 

t Vii) 



者1五[ 正.1-
~J;日 論i

人 F~j 1す耳力、らグクく♂崎釈も勾.'( ¥' J 0 人司、

ら人ヘ奇特にた定:.t li.. え主音声ャ ~Aト E やら

げるすぞ i;);I<-6 1べ走的な d めで1> J ‘日常え

f古で. I~ エ -・・、‘./ .." の令 τjl..め言l司ミ?を判断 Lt-c ')， 
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J う i亡を Id， ，)音寺長め伝芝ヒ入守のそ]-1支't:. l l非
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し令村ヌミま史ずる Pタくめ張まや数学的方;去カピ・問

寄らさ h て守 r~ 0 マイクロ庁、__)"d人閉め耳で開

ラヒ-hrJ ¥) ¥き¥'同;氏訟の音 b;~'l てで寺 y 立 y

フー 1) 工愛殺に J ヲて人間 m耳以ょの)司;民主

令解古とが実現s寸i1 ~ J う i三なった。 しかし y

人間 I~ 告案危ぐ ;tL ~\ J 寸℃・人の予をま皇制したり y

骨子ずの言言者ヒ L て めた味だ I"j てーなく話看の

色情や話右前官佐てムぷカ¥6r-r右上 l之子宝俗ず S 寄

のあ jミな処理白色勺をがっている o 1究科 1-: 人間
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現ふさ ~l ~。 この手の J実見 E 目花してあら~ ~ 

角度から研気前進 h ら↓lて¥J 主 おマ y 、めずで・

6音声認識の研号マヒ骨三宅時報処理 m 研突がよ立

与 7合経 I~ 行なわ-hている。&.安J:..)ネ格的 fJ
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s，Ynthes is叫1，1$)[1 ~ 6 1 斗 1 前兆表守的音戸生~~呈言合の
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究が着安 l之進学し t，• デインタ)/...計 JL i当のた

ま U 手己反 I~ J ')音芦の研究 6 ソフトウヱ 7 中

lじ lてオラ，) ) Cooleyヒ丁山eyIてJ .3 FFT(6)[1~6S 与 J I'J 

ス^¥フト}し的計)t¥'-i合同守れてい品。二 h ら

め A果的 1)帝結'e l l -t友会・芥夜 I~ J ~最尤ス

ヘ・ 7 ト}し推定;去 (1) c1 ~ b 6年] 1: Aial L. I~ J J線

ユ



石2そr;~lj 去小 [19 b 7斗] カぐ益表?↓I，更¥，複合・

斉藤 Id"PA RCOR音声令ずT会以之 l7) [i? b ?牛]ち問

?と L r~ . これらめ守;去ヒ DP マ υ 十 L グ mlま

告r!.与 dえヒ音予言込言mいの稲 1実~ ~ ft説的 l~ 急~さ

1!. :ri ;j王仇羽交仇主 ;Zしヒ q ヲ犬。;の Jう乙:ι

殺の十 j去を前¥I て{.子誌識の石奇呪t)，造的ら h

氏右ぐ F4??: 仇認前 ì~ i副官話会の景;W需lぇ J つ
で i負担でんぷよ L ドわか，) ， 比較的 l亡長 ¥115-

戸で i骨平圧を了お"19 ぃiL弘..:.t-pロ き誌詔X3キ{立 lc. L r~ 桁宥

お始めら↓官表提哉の研究 J う一歩道人だ

j丈徒ヒな勺尺。耳L誇誌域ンス?ム 11む勾く吠

作:r ~， ) -告?で I31f前イじが進めらねてい主.
L 相、し，羊詩沌域ユヌ手ムでは単語訟がま自力ロ

す J 1てつれ 1 ¥・ 9- :-マッ十:. i仇 l司教が増力ロ

ずる作め抗議i吟問の増加ヤ誌哉阜のイ色下が問

題 1:..tJ ') )その L す東洋 I¥・タ.; e格納す Aた

めめ大容 Jそのメ壬ニリーが，~ι 専Z ヒむってくミ。

二め開設を支、~p:す J r亡 &')1て IJ古素ヰ住めtu立
方法 E 用い主 ζt ドギ可欠であ')ょの方面

の研究杭 7台込 lて行なわ↓1 拍~ tz • 音意 ZL訟の
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研究にはスペクト Jしめ才色め匙主、向;良れヒ栢1の

日奇問変~t. &.特4雪之"・ラメータ iて嗣い A方法ぺ:"1を

家向;良訟を開¥1 J 方;去客力'd)品。又 y 予道主fy

面報開数 k音声;度スペフト lL lc.の対え:Ai三つい

て 6研契力じな守れてい主・ こねら向;度数領軍え

ての認識方;主てな音声茨の少なく~ 6者s汁

の告1Aトにおいてスヘ・つト}レを;kめ a計泣ヵ1"I~ 

芋て・あ 1)膨大口計j. ~ L'J q・.}tlず日らない.

そして p 計五安えにタタ l、l亡 6かかわらず，物資:

話看め 1000訪の単誇誌識・之---J後 m 者索秘tq
Ic. 6 ¥， 70仏程産 m札書長考と lて t 1:: J ?でい Jj札

~-Kであ 3 。 ー方 y すぞ時報処理の羽 W~ト里ぎて咽

l-;f楽器音の今村ち目的ヒし r，-研契ゃ楽音め白

動報諾与を目的'c. L (7..研貿等ヵマ;合誌に行なわ h

てい J. よねらの研突で I~ {-の)司;氏叡ヒその

日守問3t.~~を FFT IτJ ってふ村す aち;去を P9く

用いマ¥¥ ~ 0 宅器官め 4トヰ昨 11殺々の与を器 lてつ

けて行なら↓¥1包手楽器の製ミ等 l之 tl::.詳1""! ~\て

¥， j • 又?主音め白勃守主予普の言実ぉ d~~.つカ\U

マJi( ¥ 1 ぷ. しかし，現在め白勃守系誇の初安
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1-;: 1:，' ¥) "( Id-1:ロ告が存在す』案昔の基本 l司;良教

の検出が l到殺であり l) j だ実雨的な自動採

誇〉文テム iコ言者作すれていない。
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処珪Lの研呪ハ:JQ.~え 1-": 1")・¥) -(言十単長骨折少引く，

しか s長1指定め新しい"・ターム丸また -11しコ・リ

ズム E 開花す J よヒモ目~~ 'c l ~行な-h tt f， 
6めである 9 本吉命丈で 1172イ函の Jj¥型マイク

ロホシ lて J って音戸;皮のl:-M空出力ヒ口腔出力

~ ~IJ ぞ I~ )しか 6岡崎 lミ計算苅-1" 入力すふン

之予ム忘前い夫音素誌域安、喰じ F オ 11..コー Jし

え危工場 lておけ J製品 mす会査'c:. dh 自 ~)J 箱詰め

工程在白刻化、すぷこヒち目的ヒし六位J目認域

安易令《之ゥの析しい1¥。ターふ誌哉のそ示;ま 1-;: つ

いて延べ与。高 2えてい r;!従来。洋諸言UBX-音

会認識の寸法 k 与の問必点、¥，ついてミえべ p モ

h E 克服す J ため 1:' 考案--s-hたす"夜のみ庶

出力ヒ口腹也力 Eベト白色ピりつ 7 りフ・すぶため

のシステム(ニ支入力〉ステム〉の株ホしち示、

ず。 4え来 m稲突て lゴ龍、芦吠殺す・鼻音等のグ
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Jしーフ・ l勺でめ秘書賞者、喰ヵマかく行なわ tl l 今た

カ，-J 日本語 68す乏の半音坊を宅~\らめグ )L - 7・

1:'大ふ毎す品研究ほ袷めてヤ引く F ニのち i酌

の励突が，む字包さol--l -Z\l~.宅乙でノ第 J ゑ­

で1";fニ室入力システム E削¥，て計 j真貴め少は

い時間縄戦の計算だけで) ~;内主総声 Cf V音持

主義戸破殺を・ゑ音寺めゲ JL.ーフ。 l~ 大ふ類す

3争;去を返ぺ， 1患取扱を同¥¥• r~ ~民 ~'j 実‘吠ヒ~

e 誕えす疋"t.l司いない域別実馬全 E行 'Jl) ， その有効

性吾被布、ぁ a.次 iて， ~，え来の研究でい j Tてタタ

くの i自殺な問題がすをす okl ¥l 3号音区閉め検

出;去 I~ 対して y 仇 i 手伝声 c v音節可号音・母

音E問をあ検定 l之命、施す s新しい寺;去を示す.

鳴斗孝で';f)島腔出力ヒロ腔出力 a 今取ピり

クすり 7・方式 i之 J~)奪啄音・破索令ぬ新しい

右足す哉今;去 K ついて述べ 3 ・ 4え~ ) Jき4容を・石氏

撰音 l'd成長与の雰交叉 ~t ぞスペクト}しの支 1じ l司

;買をえ・ピー?}司;友会え・谷向;良去を特徴パ・ラヌ

ータヒ l1.誌識実E余力ぐな守れてラ Tミ l かしJ

計第一号必ず膨大でJ:， J 1-:' d力、.かわらず写実:でる
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ぃ込識者三を fヰ A こヒカマ l召殺で・めるこ~. t)(七か

つて寺 f亡・ この itで・ lす，計良司愛が少なく p し

司、 6あ認識呆 -E ~. J 尺あの寸法 KL T ptz流

出力工ヤ JしギーのfL..t.. 1) a守系ゴヒロ庶民つ告し気

九め張反 E表わす析しい J¥・ラメ - fJ で払る投

昔?余去差令家安走事えのえ..t./) a寺刻ヒ()) ii守陀iえ

芸者 1の特特え J¥・ラメーク i亡同¥1 ，立 -1it音 11f-

去差 dト本交叉まえの最大佐 E地:217)拘似1)・ラメ

ータ lて同¥) (， J手守容昔・級柊音の徒桜寸法 E千足

害す.3 .宅して) 3さ萩核を同いた吉弘%11!安裏金 L

:主高tH， "& 1t1いな I、32izlj字、検モ行ない y 守的有

向怯ちるをかあ J 0 年(s全て・ l立高 J 竜・前 47i

て授、っ R 告官~ e ~.ム一的 lて詔l 号11 ず a ための--; J!.. 

コ 1)丈、ム lてつけマ送べ‘る.そ t て) ~を t危 1:[} ・ 2・

に /a../ を 5っj6穆の昔報 jj・Jv /N/ 左?吉年¥-;:

今離諸¥刈す 3安政ち返高子核ち問い 3:1持ふ'c: 1足

lIitす疋も問¥1引い場必 l之ついて fjfJ ¥ 1 ，マのつ白

初 l.l ~ l'宝刀、」ぅ 3 。 又 ニ室入力シス子ムモ音

戸タイプライタ- 'c:して問 t ヲミょにめ有効~i.

k 実用 l士について延べ品。手~ b 1卒て ¥dJ オ jし
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ずレ生産工場にお ¥1 ~製品の音のす全企ゃ曲

目汚IJ箱詰 A エオ主の白書ウイと E 目的 k して，オ]レ

コー Jし告の令祈~ 1元号イヒ，そ Lて曲目の吉iも主主‘

安易金主行 q った結果 l之つい( ~べ. .3 . よ↓¥ ¥d 

近斗治廷に什切ら~\で\) .3計ヰ吟 I~ J るをぞ

暗殺処理の -Z可変でム a ..才 I¥.. コJ ー}しをはす

ん j ¥ \のカの変~~ 1: J ゥて曲の;賀~ミi 友が・た

わ主ヒいう特異む fL1 e 6ってけ s。この問

題 E解決す .3 t~ ム，ドラムめ}司転角モ;則元ごす

3 1目路 t6つシズチムを考まし埼 rfi¥軸右向の

主規イιち行なっ fての;史 l之 、
.... めン λ 手ム~ )丹

いた曲目誌識の k あの?り今ニグ;去'c.. L t ~1 

号マッ今シグ;去を希安した o 現在~. ?:曲自主it.

銭安、検定行なった祈守口?をめ'1少なく y この

代号マッ十シグ;去 1;1才 J\... ゴー)~脅のみ tJ ら子

ー鍛め曲目沌戒めーす;幸、ヒして玄芋であぷヒ

考えら↓13 0 最後 I~ 1 gオをの曲目¥:10イ自の不良

品F- >>1いた誕銭安、R貨を行な¥1 ，このンス子久

力(主庄工程 iて導入司 ttであ主こヒ E 石室句、JI)j 0 

~ 7 牟で J~ ニ堂入力〉ステム lて J ..i音 F丸三夜
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k 才}しコ.- )しの白台曲目認識 L 究子ムの有勾

性'c.実前十五 iこづ l)τ 延べ J. 叉，今後のす会討

ち宅建 lて言乏し y 結論、ヒす~ t 
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告さ右足域方法をす糸町守主よヒの iさえち遥べ，

これを実札すふためのンスラムの怯Aち示す.

之.:z 三字詰抗議

音声認識の桁究 1-;1音子タイプライターの 4

つは一級的なるのでは日く t字詰主是認~じスラ

ムヒいう?をめ τ1~ 定き~ {，れて・最初 lてま:雨イL

の手足?苦~ if:pえ氏実的イじゴ J'¥ている単語認識

ユス手ムでは?良らt1T"， れ十阜誇モ狩'i(-t古看 Sぐ

j手詰 J ヒ lミ民句勺て終rす主化専こ;1，'.y) ~刀、}

1JIJえl"d・f可約のイ古小 1)~音戸て今与す s 作業で

lゴ十今 l之実雨的である. I旦之島 1¥ゴ浮る告す柔 i手}¥・

タE:嗣 tJ j 阜詰認識〉ステム ω.(12)の域i:~ 

E 示して lJ るのンえ号ムで rj入力羊誇す

子lτ 首 45Pベト利 %1で・ 10r.. 20刊 Se乙与 r，投日奇問スペ

出

H

戸
入
力

U
検
出
力

lil 2 -1 sf-語標準1¥・ 7 ン E 用い品単話弘被
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ウト Jし 6し〈はそれ l之等相 U 白乙相符i震，ia tJ 

ヒ I~ 変換さお特 4欽 J¥・ラメータの同会刊を 2ーへ

守主. ー方 F E宇古昔守票 i手1¥・ターシ bあらかじ‘め

i司すネ仇昔 ~V 小村 E 行なけ粍的Jl・ラメー P め吟

系列't: L ~メ毛りー lて?各州で↓1 て 1TA e31託

言匙戒好で l-J来初入相手誇を戸ヒヰL詰オ素手 I¥・7

ー〉の符俄"・ラメータの日守急手I、l問仇マッ今ン

グ E 行口¥l1t互散を言↑草す~ .そ L -( F fL 主主Ile.

砲。卑語を良識ね梁ヒ L マ出力す~ 0 )昂 2-2

iゴ昔索帯、 i手J¥・ターン E J引い 3j手話主iも官官Xンステ

ム(13)，例Jの樟iえを示して-、) .3 0 乙のンステムで

1"1昔智ゐす行告?のお力也、ら骨太古乙号の崎条チ'J&. 

作 b\ し，単語詩書\~ h~ 1) J昔素系列ヒの類似

反を計算す.3 .マして y 類似長ーが最大てあ 3

j手誇モ込識結果~ L 1 出力す.3

音
戸
入
力

む
叫
川
山
力

l~ 2 -2 を号LffL7年i¥・ターン E同¥)主JV-誇込筑
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i到 2-i のシス号ムで 11 単語むか増加す~ 1τ 

つわ J\・タ戸〉マッ十ングの l~ :fえが増加す 3 た

わきた ì~ a奇問の増加ぺ。誌識字の低下匂V問題'c..rJ 

り p 干の j二千ま羊 J¥。タ0/も才:fr..t:J9す A 尺あの大

ま畳めメ毛リー刀¥"I大字ヒな~ 0 ー方 l司2-2 

のシス子ムで 1"3羊 Z古寺I2f士宮えて 6音まめ教に

11よ?良心ぐムり， cf)問慰 lJ解決づ 4t~。 し恥

し，与Li吾¥-t?dI昔素の言足古来 IJ言151昔絡会 ω影宅Fの

丘め非常 lて)有数でム')音柔認識を?てめ持ft

fJ'"足く全体。誌言内キモ不十今'J6の lτL でい

品。与の J うt"J:r里佳?で F 現弘常股づ hてけよ

音芦従域4長室町大好ふ 1す l到 2-1の株あ{ち L フ

t け主

2. .3 音素、提ta
新j怖でJ!へ.r-;. J う 1，阜誇認LZfiンスラム rJ有色

訟手・認識;咋問・記 jトた怠去の点、て・計十J手詰布ぐ

1~ 走であり y 音予タイプライターのま?前イヒ a

ドあ lてI'J者主主lflt主乙スラムの関手もが不可欠で・

ぁ~ 0 :fJ...;(i ，破裂昔・摩擦音・鼻音等の昔支

13 



百足音む・の研究ヵマ 7古絡に行なわれ τい主カ'I J 1 ~ヒ

んと・すべ‘ T の研究でI'J有予破裂音・ 4長声破裂

告・得、 JT/.奪掠{r.鼻音等のふ昔??君子内での域

別 1::7，長更したぞ蛾を行なゥており， A也詳ヒ内

戦 ~IJ ち言者ゎ穴研契 iま極めて少な\ 1 .又，識別

手 l之つけて 6 会君子 11:]の 2--- .3後の告奈の域 ~IJ て­

Jo 0;0 il ii J，-ヒ'c:j フてみ・う y 実的~t， ，~ 1'J不十

令なお~ヒ引っていぷ現状である.本怖では

従来の音素認識の令;去を破裂音.)き?察官・ 2i
音の各企 lてつ¥)て主長べ‘品。

z. J . 1 右足裂音め言哉君'J

石員梨音の吉良 ~IJ の研究 11 1 ~ 50斗代から現在 lて

列 3 j で盛ん K 行なわれてけ J 0 破裂す lす尼

等紅花取 iて問主えず~ l'祭めスラッ 7・4文兵力文化

I~ J ヲ T 生寸・ 3 。有 f破裂昔 /3/ノ /d/，/b/の自

然告予から切うむづれたを?今的昔戸め開ヲ取

っ!賞品全 i之 5 って，有 F破 4足音仇{副?め Hi報 11

破梨:時点、から之otr'lS eとめ従 II [! f，，1 lt) I~ ~9 く令 3

~\て\) .3こ七勾f確かめられて¥) .)ω。マヰ勺
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究て l'd当 1司、 l¥.. 7 ，.，ト l司;庭教め毒物，¥0 ターン

¥ J ¥司 )-J の 5うな特徴モ 6ち執之・境 J;t、}レ

マ〉ト}司:良教のた点、ヒミ雲寺争パ・ターニ Idl到2-4

の J うな持 ~t( t: !Jつよ t t，" Aをかわらねて¥) c3 

U7〉e /方 P4さ戸手石皮裂音 /p/~/t/~/k/ Iてついては

械製句スヘ・ 7 ト 11.-の中 I~ )司:庭教 lζJ ')識別て

ろ a乙ヒ地ぐ息災音め炉支二!実戒によって石をかめ

られて υ302〉.寺と声械梨告の吉東号'Jの特徴 1¥。ろ

メ四タ'c. L l スヘ。クト )Lモーメシトヒその苧

語気柿~ III ¥l ~ dの。?)F J キ全線れ号 ;~IJ ;去 lて J ~ 

すむの l司;良教ヒ帯工ベ柿色|判 II ~ 6のゆ)スヘ。ク

ト 1L.の地家 j司;良殺を同¥l3 6のt20p 調音 Jドラ

メータを的 l' j 6 の ω等前提安づいてい~ 0 

之..3.2 )考曝音の域別

ゑ;f';寺4察官ロ芦帯の持派勤時 iて口柱内をえ

過す A気;九が歯ヤ古，患の狭d)1'-J 勺で壬し気

;え kυ3 こ'c...Iて J り笠己主す与。 この t~ ~ ，全

戸;反抗 l"ð下規 ~Ij tJ 何かい振動モす~ 0 ~えって F

茎本的 1'-Id君主交叉数ボ大寺くノ:iA-ftラの l司期~，t
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，，' 

の持病 E表わす 1¥・ラメータでみぷ白乙 1目的/休

まえ l'dJJ、すくな 1) ) '--めよヒ iて Jって魚子痔採

す1: Ú~. の音 7k 君千 k めキ1J汚IJ-v'. 可托であ~ lc-~え

ら~ J .しかし， /h/ のず l~ 11 1)じずし 6この

特徴も示ゴない 6のカ♂あり y 一般的 q 右子/

主主 fのやj賀町芝生しいまえj丈であ CJ 0 一方 y 有F

/写娘、告はr帯振動波が古ぐ古 y 厄め}失J) E: 通
igす主ヒ告に千己主ず品。 よめ尺あ p 戸1平f及動

;良|て糾君、¥)味討が支ね会↓1ゴ.j.( tミ;良否ち t tJ ')ノ

零受叉まえ-tgl乙判明係すえて-Iゴイ也静 k め判別ド

}司誌であふ。 1え在)，得手1号、合lc.;)也若手 k の判 3リ|て

巧いて!疋告的安、時を行なった桁究 11千台めて少

なく，スヘ・クト JL ピークの，， 0 ワーの増加傾向

から 4弘子/き採 tk i雲、声破裂音・被柊昔の宇J%1、l

喜行な;行柿宥 (23)の J うに?良更さ↓¥ r~ 条件下

のイflJがみ 3rc: '1 てあ~ 0 ゑrJ手ヲ京音 /S/，/h/J 
/S/ のち干 lりての識 ~lj 安政~\.スペ。つト jしの主 lじ

i司;良教・ピーク j司波長・ふ l司;反~~ t同 ¥1 ~什

なわ h1 ¥) 3 均ぐ J /S/ 'c. /S/ の手IJ)31J .{¥，"裂しい

Ic.. ¥ 1 う問題カ-¥9-告すれていし
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z.3 . J 島告の識別

主主音 11/仇/， /れ/./り/からは J阜ミ予告ヒ好音 J)c

卑昔 1r.. L T7. 鼻音イι 母音 I~. ， ~ 1>i "1 ↓l j 。主音得

手色r13守 I~ Iゴ口五中1¥1J¥ -r }J¥" う， PI!j ~支払ら j語版へ

の通路ぶ生じ島~L 布、ら着戸;反抗出刀す↓t J 。

阜音め特徴抽出の研究は)司;良散 À@ 工夫す lじ l~ 追

わら~ ) 精微1¥0 ラメータ k してスへ。クトI!..t..o 

- I (/)起点、同 ì~ ~丈lc. ~委衿 1\・ターン主的ぃ J d 

のυ..>ゃ?を宋 l司;及訟をTllぃ J:6の守}守釘あ J ~ 

え y 辛抱に対たず J t7.トムえ!すモ考えした戸返断

面苛閉まえ た背戸;良からず任史:し p 言l司音器 i昔の Aft.

室そ1(/~だから島 t モ寺南 ~IJ "9 J拭 dt dはすれて

いる ω3・ 与の Yヤ I~ は皐胞・ロ R支出~ ~ 4ト槌録

音し r~ 昔芦;良のスヘ。クト}レをふ祈すぷよ~ I~ 

ょって鼻胞の彩 ~K 11¥'鼻音 l之友、 Ia"す彩 j-l-it.言)~べ­

k 研 qtn}6 あ~ 0 しかし 3 乙h らの方;主 Id-

般に計皐量かタタ tl 1':: i ~、司、あらず十今な持友

の言~ ~IJ キtJ，符ら h ていない.
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今ムヒ呼ぴ，-:f--怖でその株式呈示す.

)到 2-S \~示す J う i之島ヒロの問 1， j亙較板〈

Shield plate) ~宮守 J ゑ n~ (nasal cavity)官|力 E

マイフロホ:.. (EC門-iS"Oノ SON.Y製，以下マイ/ l: 

a各す)N I~ ，口陪(oral cav;ti')出力モマイク

門 I~ 入力す j 0 マ)[..キアレクサ 1120 kHz でス

イッ十モ切り樋え， N . Mの-tf;皮11.A/Dコ

、 J Y' ータ E 通して~bitで、計簿機(LS 1 -11) I~ 

入力寸~ ，ソフトウヱ)¥， J っ T 向出力音f'

;良を令官をす.3 0 返調T板 ¥1J早さ 1c悦 p 橘 d'Sc.帆 y

長-:!70 C?>1.のふ九すltRaの抜モ荊¥)J N・門¥";1邑

)到 2-S

Mlol'ophone N 
En fl rd 

Eni II n 1 ... ーErn
4 

HI cl'Ophon・H. 

Eo 
Phll.1')' nl( 
c"o.vl t '1 

ニ食入力〉スチムの換ぁ;
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後 8.05'rrl'n2)去す 1&制叫のコンデ L寸・ーマイク壱 i史

)刊し(7... N 'I'd皐から1.S山門 i宮口から JCt"tI1.の

佐官 i三 i亙蔽私の振動力γマイクパベまわらないよ

っ I~ I員ぞした.この二室入力ンスラムほ戸帯

振動日守め音戸;皮の hならず，. /P/~ /t/， /k/ め右足

裂気 ;fしゃ /h/ の会し気;九を 6 非常 K~ 是良くす貸

出すぷよヒ l~ Jヲて音素ち詔L号IJす J 乙¥: E 白

的t. lて恥 Ij pfえっ-( N ・け 11J与k 口の在的

に配宜し""( ¥1 ~ 0 ;欠に y ょの長冨否問、， τ主主

高【め程皮を詞ぺ J矢島全を行な勺 f亡.たず F ロ

ち閉じ l /N/ é 与さ戸し F 手五戸中 l~ )~ .刊が札

;~Ij .;ずa官 f皮エギ JL ぞーの.rt.e計j}.す J 0 .iえ

に l ~閉でして /a/ 色発声し~ )司採 α計 j ~ 

す 3 • 乙れらの値目各々車保IJからロイ刻への工

キ jしギーめ;民受 t ，ロ但せ から主食IJへの減衰の

程良モ走 ιす t肴えら-n ~ o ふ20l~ の孫子で

ぞ、喰~ ~すな.， t-....結果 7.J島信IJからロ{良IJへの;民支

}コ -23品川 τyロ但1Jから車包Ijへの;民支 Ij.-20 

d B J'{下てみヲ 1'-0 以 L のよヒから以下の安政

で I"J缶子 j良(J)1.局-h~ ~在宅札す J . 音.，.;度 IJ ~十ヰ

21 



機室内て入力し J 特別 I~ 大空 tJ 騒音;尿芳、，存在

しりい牛静な 4えた)~おいて叫え尽-，で↓1 た C

V音時の音予言式判 E集めた.

♀..$ t.: す・び

どめ章でほ)現在最 V，~fi ~実力V 進Jt -亨rZ~ 安

同イLゴふてい a羊託丸域システムの株式ヒそ

の?良患につい l .5lr:ぺ J え iてそ仇を解決すぷ k

h に実用化町営 j .l-t "( ¥1 J音素従域シえ子ム

の研 9干の Z足以ヒ問題点 E近、ヘぜた。そおらめ問

題 E解決す a方 iz-ヒ L { ，k ~宝出力ヒロ陀出

力のふ謎ヒ・りクヲッア方式 E守主 l到するこ k め

た義を逆ぺ p 二支入力システムの株お¥t.示し

た

之之



すFJ皮二室入力ンス・ラム l亡J る

ミ子音の時役え抽出jmp く，2~)

橋J宰

lJ じめ I~J .1 

の r って-ム A 。

t .:きて，前jRお今55えての裁判方;長で l"d音戸

ヒ6教ゥ mの者?イトでスペクト)1;を
求める it~号、お lと字てみり y 喜島7 持友町結 i冬是 E J~'勾3

;). .' T-c め i氏ミ i司1 膨大口計草算~ E しなけ↓れ¥Iぽずならな Lυ}。

ょで F 問;反故h~域 E 問題ヒすふ前 lて p 計ヰ

受の少ない E奇間企日域 lておいて y 子音告?ヒ母音:

音?をふ廷すぶための Ij骨萩ぐ子音左大 3 相、 l~ 令\

類す~ r~ あの IJ者較カて得らわ hl~・計算萱 f ~及ら

そのよ p ぞれらの昨報虻宮〕イ言

えの少なく

けみ‘、

F 

を~ H~~ の 6 めでふれ iゴ'スヘ>1 ト )l マッナ >?Iて

音子1i也被 I¥:おいて音素ん龍識は l司教な dの

す素込Iaiめ研安 1:1司法衣領:域

亡おける1¥。ラメータ左中心 l之進わられてけるー

ヒがでさ寸こ

p 言}色詰k卒
乙のき:で rj二室入ヴン

7 日可間勾刊の計ヰだけで:t-a-

。¥で守お 1)，3 糸拐、の教を~p\らすこ k

め向ょが島i#)ーできる。

23 
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の杓13交を抽出す主新しい手法 E示す. iモ?三サ

~， 6 っ手音て Id 乙の何台えお吟 1'- ]妻宅「苛に/司/

でみ主 めて y 二の牟で iゴ 乙の守;去をよれらの

手昔 11笹川告を官 /N/Iこ通前 Lt~ 結果について

述べる。最初の返寂すえを岡¥1 た!定、検で¥"J乙↓t

ら 12 悲の令官~ e b君子 i丈令頬すぷ方;去を示す。

;'Z 1'-l患萩会えを飼いない場合の補正;去を検討し

官民すIJ更吠E行なう。その結果からニ室入力シ

ステムの英嗣 l主が柔付けされる.

J 2 鼻腔・ロ l空白力工今}しそーの時間変イし

1m J -1 IJ ， 1 名の易 i主力て~jÍ.\.Il益予し f之 y 災

6っミ子音 11笹ヒ /N/!てついて統母音 l之 /a/左

マイ フN 門が税制した音r良エネ Jし有ーを
各々:l1ミ大債で正規イL した工ネ jし存ーの吟 f~ t 

イじ曲{設でみ.3 以下でなよれ E工ネ!/.，二等-一悦]

f，fg 
・も¥ y eneドsY0めたP去で NEn(t)y

b寸ぶ JJ，)特 1:'1Y..:.芋めなり場合に IJ(t) 
/ Norma 1ized えは

l'IEm.(t) 

t.. ~台回会す品。 又ノ乙の工ギ)1-苛「世1A思l'jAi，友製

昔 iてお ¥13 玖梨 ZLjIしの視，~IJイ直己合人でける。

2'-午



〉、

ーlf\~lf\
~l ハ\~lf\

さlハー|̂-
~lJ門
/ka/ /ma/ 

~r/\\~l f¥八
4\/\~r 介\

/ya / 

~f/\ 号1Nへ
さ| ノス ~l Y¥ 

モ|ハ'-~r ル〈
m 

.. EI ・WI
C 21 
W 色~l/\
ロ /na / 320 /wa/ 

Ttme (msec) 

ヒ乙ぎで p 昔r:更エ
字)!..-有一色計会与す主

主場合 p かす~区間カJ 吃

力、¥)今呈ピ内ノ今の影苧

l三 4ってエネ)/..~ -

世15泉氏リりず1l..カ¥"3s 

われ男j くな J 。逆に

イト村民間町長¥)督、王

ネ )Lギーの何かい丈

{t.め 'J青手足払失むられ

る晶ょの之点を号 1乏

して J フレーム同期

~f ノ\~f ハ
jf|ハド人

)~ .3 -1 島庇・口腔出力工字 nギーの

玉堤イL時間表:イL曲ゑ泉、

2S 



b .4帆 se c. J ふ村区間 2&.6乍tSe C.でエヤ}しそ‘ーを

計業し k・fえヮて).1をつしずム若手号-ヒして

t -;:;， 'lx 6 .4 (r吋 ec.) 内聞係カピム品。

火 lて y 凶J-lの L キ)}..有一曲線内問倣にゥ

L).て述べふ o /a./，/ha/でな NEn.ヒドEm.択内向

にえよカぐり y 裕子中の NEli.ヒ NErn.Id: 1司じをι
をして dUS。/kA/p/ta/ノ/pa/てー IJ NEmの主 L り

時 lぇ破裂安〔えlてJ~ビーフが現われ j uE九lゴ

ムょうヰく立 L がって Lリ。 /sa./ては /s/

め区間で NEml之小ウ U佐 L矢印)ボ I.tわれて
1. )品。/叫ん/rna..jでは NE凡jJ..' NEll'¥.，J う王子く主 L

本うノ Nfm.杭埠加 E拍J.)'Jヒ岡崎 I'¥.ぷn 力、;長

少 é~台めぷ o /シa./， /ほんjwa/で l-;lN E yl ヒ NEmが

11 I~r 1司吟に立 Lが主力t主より崎町傾納は NE凡

が NE~ より大うけ。 /N/ で IJ ロ ßt~l 力が守主め

て)J¥ざ<J N'E lY¥ 1~ld 室内騒音与のエ今)!.-々、一曲

縁切¥現」↓コ hてけ A。

以よで y 各管'誌の L 字 jしギ一曲線内向-結えを

えべたが y こめ特徴主支もす }¥'ラメータ在民

(3-1) (3-2)でて《す i。

2t; 



Delay七irne 

D -::::. . t no -t 'rnO ( 3-1 ) 

Sn/3m 

s=~En (tm3) -Nt民(tmo)
NEmcttrtJ)-NEm(t"lO) 

( j -2) 

回
同ε
ω
¥
c
m
 

¥¥  

.0 

押伯仲ib

M
同

M

H

l

l

m
‘F
 

M
H
 

nU 
4

剛

u円

H
N

M
阿

M

W

M
阿

M
日

n

u

M

H

・

M
H
-

n

u

u

N

 

斗

同

。 川

e
1
'

H
u
m
e
 

i

e

 

・?・
0am
 

v
J

，t
 

a
 

n
u
 
F
D
司

E
Ae
 

nu 
-0.5 

-1.0 

l到ト之 10名の男位以叫iL争各戸し尺単音許の

D-S千面よでの令布(返蔽抜イ究明〉
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{旦し， t:九0) tmo I'j. N E九 JNElY¥.が各々 Sγ。点 Eて初め

て低えた B守主11) tm.3 ¥"J trnoり、ら Jフしーム子会の時
刻であふ。式 (3-1)rdN在民ヒ NElI1.の Il.L り吟

間差を y 式、(:3 -2 ) ¥'Jιnの主ょう吟|丈おげる
ムヒ NE rn の傾冷、?の.tLt未わしてけ品。

1到3-之 Id/ saj t / N / E除く 10怯の洋、す許五

この 2 つのハ。ラメータカf 張~ D-S 千耐え I~ ブ。

ロットしに 5めで p 音F吠封lJ10あの男‘|生地C
守1i¥iL込17し大 6のを用 l)氏。/九sa/てで-1はd/S幻/ の

区間てで..NE唱~Em.のイ佐宣の iは3ず.らつさ先釘ず大さく irno

弘が咽τ当宇±安てごヒ υう-'jた/N/て11口腔出力釈すを
めて Jj¥寸い kめtm.o))¥ ~大更で今ないヒいう 3旦由

で徐外した。 1mJ-之 iえよれば/弓/~/ha/ め D 1:1 

小すくノ Srl 1.0在中心 I¥.分布す品。 /ka/， 

Ita/ ~ Ipa/で r;;rD > 0 で Sはふさい.又， /najノ

/ma./之 ldD < 0 ) Sく O で、ふり)jyaj ，/'(2.， / ， 

/wa./て ldD抗心守く.S ¥"d他的令官E1ギょう大

空¥) 0 1民:3-.2で 1:JS >;;. 0の場合， S:::3.0 

の低宮 1-:: 7・ロ ν 卜 L てい品。 /ya.ん /γa./~/wa/ 

ではノ ~EM.ボ NE凡の RL りょうや々おくれる

之8



(-Dく O) {: r言共料力〈ムぷ 乙ヒホー l到d-2 l~ 芳、

て~ ~\て\)与。 ょの場，合 y t'lEn k ムの概』官211

!重¥3-1 ヒ16¥じでふ主点記 F 
l到j-i Iてお 17a/ya/y 

/r-司/ノ/wajの長初内ヒ。ーク のす良よ代 i乏で NEYl rJ) 

伐今 主計~寸c3 r~ め
J 
S-t¥々 )々いウ く tJ .3 、、d

ヒホ‘ある(1到d-). * ~p )。
.J.J El'l (t) / Eo.(-t) S奇問5夏、イじ曲系ゑ

国之-sI~ 示す J うiてP!司fR~主 (phàγy札x cavi七y) 

通過エギ>L..~.ーを fo }キ佐・ロ H~ 出力ヱネ jし

-門抗鋭利

9~ 工ラド Jしギ- E. E川 t)) E m (inJ 'c.した崎 F観測

値fn(in) J Em.ti吋払らC:n(tj/Eoぱ)日号間愛北曲線l

才色更す 3 問題を Æ え~ 0 エヤ jしそ -1375廷内

マイク N又 Jキ-"E.各ぞ En"Ern) 

でゑ損失であ ak収更す主 ヒ夫、(与白川~\.JJ¥り

Jt勺

Eocで)::E九(t)十 Em(t) (J-♀) 

叉 F Cnノ Cm~枚射エネ)しそーのうち会マイク

に入 A比ネヒして En(in) ) Em.tin) ld弐(J占的て来こ

わ守れ，式 (:J-J)(，3-4)より弐(.3-5)を伺-3.
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E九Un)(i):::::Cn E九(t)

E肌(!rU({)=-CmErrt (t) 

1
1

，J 
A
i
 
、Jf・¥

可

1
1￥
f
l
l
J

C，nEo(t) =. En.(in)lt)十 (Cn/Cm) Ernu川 (t) ， (.3 -S ) 

a こ乙で大 (3ーよ) I~ み、 IJ c3， Cn/ C'nl "E ~夫更す a 方

式について込ベミれ p 乙の!変色令とでは i名の男

社対 ~~\iL 込予し fミ背子拭判を用 i 】 3 え y ず各エ

ネ Jし有一泊i泉の ILJ:.り吟刻き時間身出向Jfi(去、 L

して議論在進める。

たす・ p 在ft8 C'm J長づ ζot1>1.の II}簡のー端 iて

i11到のマイク E院まし ，A也(7)-端て、 J奇~ !::ビ11:.-

震い /ma..jを込?与す品。こ-h.1:1 Eo杭体内でムヒ

E171 ，'-ふ列ざ↓¥r~ 6の-e，Iヰひ i司同内で虐ト人し p

Eo (t)め曲線彩ち花賞するぞ検でみる。よめて

イクに規制づ.}¥~エ永Jl..守一 lJE。に比例して

おり p 正札化した場合¥l之 l'd向方的曲線影IJI円

ーでみ Sヒ75えら 4l2>。そよで J /mザ内 10径

戸iミつリて?イクてで伯税j刈1刈0し氏工つネネ}し有

札イ化じした 5め忘山(ωtわ)L(izidO〉 J マれら

の千均世1;依~ NEo("t)ヒして式 (3-6)を計算しy

吃の結果を)日 3-J (a) I亡示す。

占O



( 3 -6 ) =tNEo(t)L NEo(-t) 

類似た下主ii1べ 3

NEoct)止の令官t(式¥J目7)) 

ため曲線形的又 y各 t'JEo(t/の

i之 NEo (t) した中lじヒを

令散の実{じ E有i汁佳での
、
L-lS) (e) Iて

F 
しE. t-r手

T /'ー¥

U;I/ ーへ¥

(b) Imal 

~I 
(0) Imal 

。 ì~ヘ
江」

z V ¥』
o (d) 1m司I 448 0.0 

lme (msec) 

。，
o 
c 
d 

ーs-
d 
〉

I~ V--\ 

T.~ me 

@
ω
c
d
A
ら

d
〉

' 

7.0 
Cn/Cm 

l
 

tv' 
(
 

JL有戸注11A長

ん (t)の均似 jえ

め
f
J
J
 a
 
m
 

/

/

 

・・4
、，sr
ふ
し''¥ 
nu 

γ
にN
・

ca)---cd) @ J -:1 エキ

ヒ(1 ==1"-10) 

N E 0 ( t) c 1"¥./ C m ) J 

(e) 

NEo(t) ヒCj=1---10) 

.3 1 

の類似友

("f) 



走わす。

v… 
国(引っ Ima/の絵子の前半 (Ô'I?..2rmsec ) 0"，  

JOフレーム)ではるNEott/の曲線形が似て¥) 

s必YF/俊キで lヨ裕子継総吟「司長の相乏の kめ

ふ曲線形おて異むって¥)~ふヒ J.>\ 右主力、あられる。

そιで‘ y 主ょうから/?之帆se.c'J での区間で y

l到〈司)の曲緑色 /ma../の正規化Eo(t)の代表 kする.

iZ I之， :2イ自のマイク i之 J~安品会ト毛桁なっ六

杭英、検すのふ， Cm.のイ在宅i‘一えであ 3ようにマ

イク E副長ごし(-c. l@ (b) (c) l"d /ma.jの NEn)NEmで

あるカ\~ )乙れ iてよ bヒ/ma./の弘子中 i之 ¥'dロ室

中凡 (velum) ペケ合 )J害等の会器管ぬぐ時間的 K主力

きながら E。を En. ¥: Em. l，-hト到してりる乙ヒカ吋色

ì~'] で今~ 0 そ乙て Cn.jしを変まえヒしてズ(.3-5)

払ら得らいる iEJLイじ CY).Eo (t)の曲線形ヒ 12¥(引の

曲線形ぶ最 dみえるように Cn/ CTl1の位モてあぷ.

すなわち J 号ITr~ 1て裕子した 10イ自の/川/1てつけ

て各々の鋭;則佐 En<In) ? Em(i川幸試(:3 -S) I之代入
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して得ら↓1氏CnEoぱ)e王

者~~l し r~ Oのも NEo(i，Cn/Cm/ (j=i九 i0)ヒす

し穴 lty 手訂)の曲線形 kム(tyCrl/CmY め

C凡/Cntををまえヒy し

afl線れの類似た を今主え(式、 υ-8) 

1 ~ o 'v  .30フレー ムめ地主 i司で計車、ぜ

Variance( C内

ヒ

-、
‘、
01 

してノ

。

(J-~) 

U1 (f) 11 この令官えの1t'~t， e村主:t依でをわした 6

めであり F 千五11、!、点、 I~ ;b' 17 ~， C n. / Cl'r1.の佐取求め

sイ直であ 3 。 、』 の佐 lすマイク N 

増幅~の制符 lてよってだ~ ~ 。

門の菌乙宣 L

i到(b)(c)11 /ma/ 

の一昔予言式判の En(in) j Errt(i的主各々主役イじした

6 めであ 3が y 式(.3 -s) I~ J 乙の Entin.)ヒ

Errt(in) ~. .tて-桁t，~在仏/Cm.め工七キで加え五視北
1し点結 t果を)到 (d)I亡示す。 o ̂-1~ .l 悦 Sec の位前で

i到(d)1ゴ@(司)I三社希 lて似尺曲線形てあ 3

主主力、められ 3。

、、， てが y 手をの特約在来七す)r'ラメ

、
、- ヒ.tJ，・A

ータ ヒ

して En(t)/fo(tJ&導入しノ 」二で筏.{" c'n/c.m.的

JJ 



僅ヒ規制A!f. n.tiれ)(t) J Ern.<.in)ぱ)Iてよって式 υーわ
主計算・す J o

1..- C札E札 En(lrリ
五/Eo==一一一= い-，)
/ '-V C礼Eo Entin) 十 (C~仇)J:mlin)

イ旦し y 王てく 3-7)で iゴ (t) ~指婚し之\).3 0 又y

a¥骨の Eoカミ J}¥ざい区間，で lコムIEoが不安?.足tJ
変動 Eす 3六め J経較的 1，， toか長てた伎の 16"
10 }えよめ区間で弐リ-7)e計五するこヒにし

た。 i罰J-4 I"J \~ J -1ヒl司ーの昔予言夫竹れつけ

て ftl/Eo'e計注し(-z 6 めでム品。 I~ J -4 }， J 

.3 ~ ， /a/では En/んの位カ"}J¥寸く灸{t.~ ，1¥ 

ヴい.乙れは /a/の裕子守¥"(Id.口腹め通路が

広く聞い t-:~丈 iE で各禍音器官P カて静 L してい主

ためでム~ ~角えら ~>1 る。/同/ノ /sa/p/ねん/ha/

で lゴ恭子守す区間で Eo釘ノハコく) ，到 J-4 1， IJ 
去ら寸↓lてけない kム/a../ヒ内1jlミめ曲線Ic-tJ 

勺ている o /pミ/で Ij曲線のプ王牛必の区間で械

設失;えめ彩宅?町F売り)fn IEo ~ 0 'c:リってけ

品。鼻音 /m/J/ma/て 11最初 fn/ムホ 1. 0 I~ 5.乏

く y 次にた激 iて佐川小すくな品。~ -h 1ゴ弓昔

J4 



区間て rJロ221爪々 合，Ni-等仇制昔移管力、・口 rtt

出力 E1止L しているが， iTlて各調令蕊なか lミ

;敦 l亡動ぃマ好守/司/の位置にはり p ロ庄の;主

路 EtWl試す主 kめであまヒ肴えられ 3。ヌ y

田町同岡崎

「し
B a a ' ' a /a/ /ma/ 

' • ' に~I
/ka/ Iya I 

ー • • ' 〉乙/sal /ia/ 

' ，開喝閉hー・ • \~ 
メta/ Iwa/ 

X二 ，ィ-つ • 。 /nal /pa.1 

--a ， ' a ' ' a ' G /ha/ 320 IN/ 
TL me [msec) 

l当3-4 崎営え J¥。ラ xータム/Eoの時間変化世1~'.~\. 
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旬、了

) /N/て IJ桧戸中 1-.;.En/Eo 

ヒ /maj町中間の空っき/a/ /ya./ノ/γミ/ノ/wa/で l"d

， Jt Iす

h ら↓i与。殻4えに

カて常I-C i. 0 Iミ近い値 E ¥ )主力'¥， てk っ

ムとに J~。

の曲線的特徴ち悲ミ七寸 i¥"ラ

ロ色閉じ代表ム戸ろであふ

En/E。

天(，3-10)け -1i )を更奏す a。
で y

してk 

、

'-

メータ

、
、，

(3-10) 

(3-11) 

(EI1-/Eo)o = E九くた)/to(to) 

L1 CEn/Eo) =門ax[En(t内o(t)-t:n (t/)jEρ') ] 

¥A 
¥訓i

o T Tて
nn:¥  

鳥〈 HTy-
RJFM正

ふ41 1 ヤ/旬
、戸i時代JJ 岬;UulbIL，/'

O. 5 _ __ . 1.0 
(En/Eo)o 

n

u

c

d

 

1
・
{
o
U
¥
C

凶}、。

10名の喝 Jltヵ¥'0乱立弘子し t~Jti音停の

(~蔽iÃ~史的〉O-Ll子包よて‘のふ亦

3G 
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15γ。点主初めマ越え但し J to 1:1 Eoか'最大使の
ム伎の日守利しつふ(-;.. 13守あJ) t/， rJ tl守主'Jtから

弐、(3-10 )は E凡/Eo曲線の左端の佐もノ

3氏弐(ぷ-11)l-;}曲線の最大傾什忘表わしてけ

。であぷ

)到 J-~ Iゴ10ちの男 j、えが守的主ー込芦;した 11栓

の之¥: 1司ー令子吠什 jを二

ニ↓¥"f: 

。之ザ

o -13 4-iffi 
のギ-を bhく}!¥J -.2 

J¥"ラメータ:J.i¥'1長ふ子電J( つの

した 5のであふ。(1司J-S，t. I1まぶ) I之プ口りト

3-ワyJ -?y 

個のをF詞什のわフ。ロット

他的 ζイ函 6¥司'猿的小布を

/u/ rJ伎の考案て・参オl之す S

l到3-Sでlする話肴別 1'(x-i毛仇方;去で Ln./Cm. "& 

.3 -10で11)2 E.えヤすくす Jt:. tI) .r 

した音 11 があ~ 3)，'， 

/ i， / ， 又 yしてい J

k め措いて¥) ~ . ) 

乙の結果 F

め域別手で

てめ式 (J・10)(3-11)"E.計得した 0 

1 2 1まのヰ音持杭~ ?7.&うん(117/1.20) 

( /eJ./，/ka./ノノ臼/JIね/，/ha/)/p司/)} ( /九孔/J / ma/ )) 

の斗針 i之介嶺寸↓(~ /ya.j J /γa/J/w司/)， (/N/) 
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議号IJ~ぞ J検

i忌蔽キえ E用いた識別87E令

J.4 

識glJつロトャートE.l到 3-{; I亡三寸。

慢?すで¥"Ji2 1tの羊告静 ~l罰 3-5ηo-Ll手遅b L 

~ 1柊?皆で 11.

気1

d .4. i 

( /a/，/ka./， で4群[， AJ\殺す~ 0 

的中力、ら家交叉今村;ま E

考ミ受又教は

、‘J
/，IJ

 
a
 

n
r
I
 

，f'' -F 
，rJ
 

R
H
 

1n 
，，，，，， 
-
/
 

，f'' 
月一『4u
 

J
/
 
，F 
f
I
r
 a
 

n
Q
 

/
/
 

L てい J

レ r ム前期 6.4川 eC/心村区間26".6叩 secで

、
、-/sa!をみ純する。用いて

フ

12住の洋音怖をぷト類する f:.Ji)の

トつロ一千ャー
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~ (.)-12)に Jって計詳し y 柄Jフレームの零

交手とさ之 el (j) ¥: して式(J -13.) Iて J って Z(j)め

ずの渋大佐之‘c.. R..を ;1之め 3 。

ロ H主出力音子信号~ {え.i.}'c.して 7 疋1Zj吋ぐ O

、なら 1-;1区間 [i ~ .l寸 1Jーでき二三e;;とか、 i1~ あ司 rz.

(J-1..2 ) 

-
l
E」
1
8
J
 

.，d
 

f
t
、
ヨん

「
I
l
l
1』x
 
a
 

門一一
Q
Uげ

P
L
 

7
u
 

(3 -13) 

@ J -7 l-J ， li1 3巴 5 ヒi司ーの昔 f試+t1てつけて
~.C.R.Ë 示した í (J)であるが( / a / J / ka./ノ/saん

/ta/，/ha/，/pa./ )のすから /sa./炉支L全lわら確で

hているこヒ.()¥'わかる。気 3主史?すでなく /a/)

/ka./ / /ta./‘~/ha./， Jpa./) ~ I到)-之の D-S牛白工で

伊PPP I 
同HHH.' 
ππT I 
附仮出 i 
mAA A I路 ssss岱 s

128 O 256 z. C. R. 

i当上7 各単音貯の最大零 x-叉をえ

( i毛寂すえ{ぞ用 ) 
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( /司/， /hB./ )ヒ(/ka/ /七a/)/pa/ ) F. ~\教す J D

後述の認申の社あ D-S牛面ょで /na/ノ/ma/，/ya./， 

/γa./ノ/wa/の銭号IJ¥す桁ならない。

以 L で識!5tJ.， )レ f リズムを示したが l昂J-ZJ 
J-Sy J-7lて共通し T 用い t，-1之0伯の昔予言共什

I'¥.. 乙のす}しコ..1) ス・ムt.i通用 Q.3 。イ旦し y 会問

の識別主兎界は争4定的 iて設定し r-c./;のである。

校識砂川端 1i~ 1告の)到 J-O 1・J~l!lの /wa/ '1て計

ら↓I~だけであり p 全体 t して J7.b 'Yo (117/ 

120 )の域別詩三和得られ t，- 0 史Iミ.:~"\らの識

写IJ1"免界ヒ l司じ境界 E争前 l之官史てし J I司じ 10右

対同様の条件で終予し t"ZリのすF拭竹モ吠攻
吊データt. L てそ検を行な II / 4 11到の /w司/の

事実宮内 ~IJ で 76 .7仏(116/120) の識81J~ e特氏。

J .4.2 J遮蔽十五五用いない識 ~Ij 実 E会

i足蔽キ瓦を取り玲う てイフ N・卜iをそれよ1

414三め直前ぉ J 1)-口布、ら JC'Mの位IEi之町ERし

て~f2Jk-"E-11すむった。 ヒ乙うで y この!実Fl全でI"J

i忍献す点、ち的 l)ない r~ め来日立・口腹 :j731 力勺，" N • 
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門]'-見入す A こ k 力v二jt見守ふ¥~。マムて)第

之章 2.4許て孟べ f"(~ -ruミの寺三It~調べ 3 で政

ヒi司守主の 1実馬会を行口勺た結果 YAP.(dj守、ら口制

への政支 l'l -11 d s以下ノロ{明から主制への;所

モ|人べ宅lA 
~l ハ ~l ハ
/m-a/ 
{司}

/ Ja / 
(a) 

I
l
」。

毛|/にさ

~.~L 
/ma / 320 / fa / 
TLme Cmsec) 
(bJ (bJ 

1~ J -~ 品目立・口乱立出力エネ}しヰーの

正規イL時間交イじ曲~~

(引 退京矢吹用の場令

(b) l亙蔽穏を{史|刊しはい場会
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索 l"l-10 d B Jえ下であっ k。 乙の?見入0tネヲーカt

r 最 6 顕著 l~ 現わ↓1 ~.~各戸 /ma/ ヒ /SaJ のイヲづき l~

j-~ に号、す。 1m (司)1~11立と蔽枝 E 同\).{-， 1号令ア l罰

lb)Td'存， ¥、 q ぃ場らであ i忌ー〆rnaJで ld J~l (a)¥亡走、

ざ hるように 注目立品力が口隆出力手り早くiL

..r.. ~\.主たれ \ß (t)でほ実除i之/ロ注品有力マ存在し

ないl"ð ずの弁イト(長印)\~工ネ)t，.司、‘ーが規制

守 h てし 3 う。道\~ .~ /Sa../ '-c'rl )到 (a)1二ゑづい

るよう lて耳目空民有力て詐目立出力ょう卑く立上が

るため I~ (1))で口実?をちに 皐控出力カて存在しない

はずの好ふ(矢印):Jて工τiし可ーか‘観現Ijマ↓1

る。この洗入.，の程'fi.IJ子f1ミょう jJ¥ざい但であ

っ k え代、 J 乙わ 11 返蔽もそを聞い:た場必..:.!~ IJ 返~flえ

択の厚づのためにマイタ>lhA主まベア旬l{1て制限

があったがノ i忠商え択を耳えっ?余けたこヒ 1'¥. よっ

て百由で通五なマイクの恥ま町五r徒になっ y
入力が初不良く行なわ hT"ためであ品。

次 I~ )車舵・ロ H空白1力の;見入力て前廷の特f牧

J¥。ラ又ータ iて及 l"i‘す彩牢 lえつけて検討する。

ロ惚出力労.;島腔出力ょっ与Lくえよが主主S-y;( 
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のす食品がギ主流ヒな 1) J 

すくろな譲受 E土じす

。)I~ .;r:、す J

立.t...')吟ちtj

崎|て弐 (3-1)1て

(}) で IdNEn かJえ l-;f1日J-~ /Sa/ (い)

tno 

で l到3-J/Sa/

の 3Sγ。点ヒ 1;ソ。点、 E京4咲

て守住¥/("<r 

'--マせ主

N En つI¥.

，15うんの佳 l立

(]-10) (ふ-11) 

k すn交、点、をので結 1;:，時間勅ヒ

の 35'ゾ。

王¥(3-;:) 

、
、，{l;1 L l亡 L‘し』ー、ー

「

~ 

a又位、所内 lて丈ぁ r::..o 

¥) r J tñ. ~j í:=-' I~ 11 i両日E Tn で IJ( 3 -12) ( J-13 ) 

ljh:Lぇ

の~~正、;去を i刊ぃ 4\ 1 J" )す品

よ方、車阻止;勾口 t，宝出力勺 1-::よの
、
」

。
・1i
 

tn 

乏め;見入のイ:iFLカ") 1¥ゴい T三夕、「トイト日判たの将
来-~\.如何てい空;る。/方 yj主犯出力抗口 H主出力

ILL氷る τ手sP(イFづえ iゴ)~ J -S /ma/ (T)) 

主 L つ日号制 tYr¥O の検出航不正被ヒ

えよ匁イ s裕戸二 i三

J ，)ヰく

ヨ入l亡すミさ rJ言受?とを

呼iいない坊をト y

N E l1'lの

， 2J守 I~ ~ (3 -1) 

では

( / na / ) 

( 3 -.2 ) tJ 1) 

。)IL .t ')什NEm 

。迩1R殺も己じきで

1-， L jfめ対{王山

( /ya/ J / 同/， /wa/ )" l;t 

えの曲線汁う杭 4、-z~ tこ(h

k /md/ ) 

-
F
f
t
¥
 

A
I
ム-

寸

d

2JM (

で

J
U
ハ

L

J

ぐ

白

、
V

4

ザ。。hν 

y 

マて.'rJ"い

主1:' J 
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の諭~81J モ行 U わ/日j，/rn.aj))(/yeJ./)/γa.1，J /wa/ ) 

o-L1 今白i主史?官のうiて靖

で乙↓l らの必右往~ ~，冬え

す yigぷ-6 .I~ 示す 4

~ 

し

tm 

'c. l~ 
、
、-つし立て

ョミ(.3-10)υ -11)(J-12) (J-1りでは

t ¥ tJい。好えっ

又 F

フのi当3-6

同υ ↓¥IJ・・，島注出力

で直ヲ争 I~ IJ再¥t I t 

ドロ粧品

e1 1"ては同時 lて:QJ:がる孫子につ

を

P 

..:.ヤャー

うヰく5 

ロ

力

* =/NI 
〆〆

今 島
1.0 

(En/Eo)o 

M

明

暗

M

一

a

司・・E
E

M

開

uu

・・2
・・・・

パ
リ

N
J尚
一

l
l
e
i
-
-
Y
1
2
1
 
p
u
 

d
ド

RB
a
w
R
 

γ
A
W
H
 

u
-
-
v
a
 

、IM

・
w
p
r
¥
一日

¥

一

[

¥κ

根
付
一

¥
一
叫

1.0 

に
d

{
。
凶

¥
C
U
}

、。

し尺卑昔怖の10 るの男社刃ぐ仇n.孝弘子l~ 3-7 

タ

介布

y右足計)引デー

O-s千l白 L での
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円

0

4
F
H
M
 

内，

LZ.C.R. 

s 

伊伊P I 
汁制 HH~
Tti(1'" I . 
附"は l
開舟 A IS出 SS 5田 s

12B 。

g j宇昔時の，最大 1本交えゑ

(~板1実 tj L)吉見計問データ〉

2.0 

日

I~J -10 

ε的
¥
C
の

-0.5 

-50 

k半音怖のしの男社方(~氏主総予

令布

10右I:D j -11 

タ

D-S牛由工での

y言受計市デー

斗5

し(込夜十反日



いて 61i目立の乱入の程えヵY小づい T--;，. eh十今な

特友の結呉川朔何でさる.

l~ トア) J -j D ， J -1 i IJ:返:蔽枝を嗣いな¥1で集め

られた昔予言式料 lミ tnoη補正モ方包した日奇のそト

J ¥.ラメータのみ布 E表おしてい 30 音予言気判

l"d 10名の男性 iて J弓(':j'九11-花予さ↓¥t7. 6めてい

表♀-1 誌討明データの主義tg'J結果

(Jt.飯坂なし p言弘子j孝74.之ゲ。)

X /a/ I /k司/1 /n.a/ I / ya/ 
/N/ /taa/ //sa/ 

/ha/ I jp /ma/ I/wa/ 

/a/ 

/ha/ 
20 

噌4有司『田圃圃曹 匂 ; “ー・ 司』 崎司・叫.-

/ ka/ 
/-ta/ ユ 2~ 
/pa/ 

/saj 10 

/na/ 

/rna/ 

/ yaj ト ー;一一 -i
/γa/ 5 1S 
/waj 

一一一一一 日--，.-ーー-咽凶_..-一ー一回 一

/N/ 10 
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ある。 こ↓1 ら l~ J J ヒ tno め令市主カ¥'通旬で払

1) ) ;え入の長会~ O Iいさいこヒおぐら力、る。 そし

て y 乙いら E設計的ラータヒ Lて l釘 J-bのす

}しコリズいて J ってき的リ安政 E行なっ r"(rd与と
E去と J-1 l~ ;tすよ次に J ~.交官:t ff¥データヒ!司じ

識月'J境界モキ向¥'-校定し J ¥司じ 10ゐのす左希 u¥

表 J-之 試験的データの官民)5IJ実験

( J亙蔽キえなし p議c~Ij 年 Ji .7仏)

/3/!/ka/!|/日 II (yaj 
i ~ taj : j sa/ i '，"~' I I 1γa/ 

/ha/ : i p~í : ' --/ I 1m aj I i ~~ 

4 .2 b ;' 

10 

I
I
I
 
N
 

/
/
 

/a.1 
120 

/haj 

/ ka/ 
/ta/ 
/ paj 

/N/ 

之o: 

i 24 

10 

/saj 

/nal 

/ma/I 

/yal I 
/トajI b 
/νva/ 
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i司オネの条件で裕芦した汚IJの昔F3え判 Lすれ食i司
データ t し T誇¥)5IJ実検を行口北結果を支ぷ-2

j亡示す。表 J-1， J -2 1， J -h I'f )建計明・拭‘吠
時l データ 1てす守し T 各々 ~4.z ~ん( 113/110) ， 11. 7 

3ん (110/120) の械 ~IJ キボ符らねてい~ . 

J..s 希 寄与

t 1) /ya/， /wa/ Iてお ¥1J NE凡め主 L りt1ftの{域

外ヒ En/Eoの符微について考案す.3 0 )~ J -S 

1てI"J母告 /i / J ) u.jめ分布を示してい J 'x ;よ

れ|て J.h 1ず/i/，/u/r!/a/ ~ 向採にL1(Eη/Eo) 

の(蚤 i宮小さいが p 一方(En/ 1:0)。の値カY大守い

こヒカてら匁、る。すむわち， / i/ノlujの E九/fo

曲線¥"d !a./の曲線"&...t..方 l三手作移動したヰ1旦

tJ.曲線で示品。 Lのとじ rJ2.イ!自のマイクのえ

ニター前才シロスコープ i亡 J っ?， /i，!//IJ./ 

の主将お力が/a / J ')大うく y 五互 に p ロ目立お

力 11 / a/ J 1))] ¥守いニヒ杭容易 i之観察ざ↓'¥ ~ 

こ k から 6 託 tt~ でヲ品。 /yj ， /wj のみ調官~

管の有~~丈 iゴ各ぞ/ ~/ J / u /のそれ lミイ以ているこ

48 



ヒから， /yaんIwal11 / L / / / v.jヒ /a/をさ絡し

k裕子 iミ類似してリ aヒ考えられる。このた

め y 子音区間 /y/，/wjで司会吃出力が優勢で

あっ y 母音区間 /a/で ld.口腹出却前イi是勢't.t J 

り， Nfm の沼 iゴ最初 l"dふさく yXiてて大与くな

る o 文 yh/Eo の佳 l"d最初 Id犬舎く yJTjZlj¥

守くな~.. t埼えら .}1 品。

仁之〉でグメ〉テー〉ョシの問題 lてつけて肴

蒸す a。実、喰 lて J ~ヒ i在百をす及 E 附いた Z司会 y

マイ 7Nlt j主粧品カカf視;員1)すれるのは口 E閉

じ k サtR~奇 l之お 1) 川千:0'らの排気;九ヒ f 帝4反

動z守的音戸;良の之つ rz.¥;であり y 寺、f音の経

声吟 1-:'1主主主区出力 iす視没J-:r -k. rJ l' 0 (刈え l"d・・

l.m .3イ /sa./の Is/ の民間) 0 ~えってノ叫íL込

戸し k阜音許 1"'ついマ|古車日空白力は芦帯のオ氏

支tE.直持反日犬、しており， N Cn > 0 的区間で l~

75帯ぉ振釘 Lてい，3 1: ~えられ 3 。二の fてめ

集、F手昔て lゴ NEn め主ょう吟ちIJ以前 E与す区

間 y 以伐を母昔区間ヒしてノ又 y 有子手-%て叫

¥"d En/~o 歯緑地「乎坦て J かつ )J¥づい値の区間

4'1 



E母音区間 p 宅↓1以前を寺音区間ヒ してでグ

メ 〉プーンヲ ン於容易 iて行なえる 。速攻すえを

)刊いない場企 l亡 t$ M主出力 のI1..J:..つ問主1] t no 

t カぐ i司オネ 1，行 Uえ y の補正|て J っ-r.l.迭のこ

母音・号音 I三間内境界おfih t p新方て・1検出て・そ

忌。従ってノ この奪て、今まえされた 6;針の音頭

らに細令、くイト餐 O.3 r:. ，hに)司法私領域で~ j" 

イトキrrモ行むう時ノ スヘ。クト IL善計算寸.jべき

区間均ぐiE石室 iて検出ざわノ
、
」 のkあ y計民営の

F五縮ヒ主義別手の向 L が期符でう る 。

(J ) 
、、
、- の孝之・ l'd J イ(え柁母昔 l二/司/c 6つ子

舌の椅私文 I"Zついて延べたれ‘ノ後手足母-tが /e/)

/0/ω 場企 IJ 1司犠の結果ド特られてい~ .. し

力、-し y <.1> 

のイ宣布「犬う

等の En/E。

で込べ f之よ う lて/[ん/u.jで ¥dEn/Eo 

ニめた仇 p 特|丈 /mL/y/muん/yu/

の粍微か不明石t.~な') J今後け会
J く

討を字する。

J.6 む す ひf

J主砲・ 口腔名人々 から沿る昔 f~良エ寺 jレキー

5"0 



許

-nwサ

ハb

ァ、A
，
 

) 12姐の J手長続を

1-::'令新する安政‘モrrな巧大。
てしの~~nn去、{じ 1-;:希目

ミ子音 lて J 

ロ吃出力の iこう吟fJ1差t:ILょっ特i生前

E:n/Eo曲線に Id4つのタイ

任-

実な') つ。かー又 y

k ち石宝刀、dt)(" . 

y 

>l，.ギー lて明舌75;良工寺
、
』

よ点らの特位I~ N-- t 

l') a 

用いて識 ~!J ~支吠 E27 な

の有効性.EVをかめたシスラム

5i 

ニ室入力

する

-
F
 

、‘，.‘‘ 



2自4章 口腔tt'，力 t阜腔出力のふ敵ピック

7 ップ方十二よ s浮擦音・石良拷三昔
の諸¥7]IJ tJO) 

4. 1 はじめ l~

4え来ノ f手掠昔・成す察L菅 I~ 原演すちのま交えた

マスヘ・クト}しの支 lじ同;良ft・ヒ・-/周波数・

念}~:良教も特徴1¥。ラメータ lて前いて丸銭安政

がむつい τう氏。二の章で IJ二金入力〉スラ

ムに Jって句、ら仇 k音戸;皮の JらH空白カヒ口健

品力主 E奇問領坊;のすだけで処理し，日本詩的

68笹の学告 ~r め中方、らをさ、予身オ察官 /S/ ， /h/， /J/

ヒ有戸摩可思昔 /z/~破4慕音 /tSi/， /tsu/ モ白勃言~Zll

する新しい守;~ è 示す。最初 I~ ニ室入力ンス

テム左前ぃ T得ら.J.¥ f-....令f:良の;反れの特徴ヒF

iト日空・ロ日立出力工ヤ}し有‘ーの崎間変、犯の特性え

を足ぺ F 若子生投過程 iて巷つ‘リ r~1呼4えを行な

う。そして y 台乙相関係ゑ k零交叉教 iてよ s

dト村;去をす全討し F その結果刀、ら括合?余去会合¥

家交交」'j丈i之よ 3/~ト村;去五 4史実す~ .. この雑音

S之



了会去走命家交叉択の最大値 E符倣1¥・ヲ J- ータ

のーっ lて芹1. ¥ 1 
ノ え FJ年H主出力エネ}し千ー の L

よ り埼安lJ"-雑者?余去差ふ~交えむめ 立よ り日号

安Ij k グ}

荊¥) ~ 

/tSLl / 

/u/ 

/su/ 

時間走 E

、
、圃酬. ヒ I~ J 

d 

'? 

つー一 'て〉 の特q:まえ J¥・ラメ ータ

て y /s/，/h/， IJ/， 17../， It5i/ノ

E毒711怜えて吉宗g'Jて手 き
、
、， ヒ をネマr0 

J---ー/'""¥./¥、 /¥f¥
十 ¥--.../  ーへ¥IV 

f 刈A11A..仙ヘL
/zu/ 川州J ・叫川1 ・~ ヘ州

/tsu/ 

/h u/ 九八N¥ ω 九 . ̂ ρ¥AA. M ̂ I ，.. I ~ 
IIUI J V' り~"1V\J\J ν'V刈VV-'v

N 0 l s eへい A ハぃ八円 ハ MA 九八 A

V VV 1VLF-lべfl::Im--Cl20 

l~ 4-i 1名 の男性 lてよ っマ裕予さ↓¥f-:..単を

持の益戸開占台G-f司i二 J:;‘ ¥1 J ロ R\~ 出力

官f波形ヒ室内、騒音;良彰
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最後 l~ .ì産蔽十Æ~ イ史同しないで行なった詩~ ~IJ !実

;唆のtg号とを示し y このン λ 子ムめ有効性ヒ実

用 I怯を搾かめ~ o 

4.2 J手擦を・成掠告の特徴

本怖で r~ ~.え続母音 iて /uj を d つ乱立格子さ

れた c v 音節 I~ つけて議論 E 進めふ。 ι <h rJ 

S勺め後手免母すの中で.l f{;え廷内 4号令え右ぐ頭若で、

あ~.::..ヒ l~ よる。

4. .2 . 1 反骨~ t.工宇 jしギー也被

l~l 4 -1 11マイク門てe急庄;到し f工母音 /u/ の l

L う叶の;反れ t/su/p/zuんjtSL¥ん/tHdの子音区間

の;足首2て"ふる.ニムら 11- ~3'J であ 3 力fy-aぇ

jて /u/ め;良形 1'J滑らかて"hJの|て守して /su/，

/tstlj の号音区間の波形 lð 家しベ Jし庄中 Iじ l~ fJ現

力、いず反動邑 6つ。又， /hu/の守す区閉め J良れ

1-;1 /suj ， /tsuj ヒ l~ タタケ異 tJ つ 1-:.. つf -tt， ~'J 肢を d ら J

/Zl1/の号音 E問 lてついて ¥1口腔の伝達特比 iて

占勺~ 11号飾で-h(: r帯?辰吉ヮ;皮のよ lて絢力、 ¥ )千反
S4 
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(A) 島 ~1t ・口丹空出力工キ II 苛ーの正規イL時間tiじ曲魚
( B )ロ低出ワの自己t自問イ系iえの時間支イι曲線
t(..) ロ日空白却の穿交叉教の時間変化め~

(D)ロR支出力の紛手交えまえの時間むじ曲保

(E )ロ胞出方の耗告?会主走合理主交叉教の 2守f司を{じ曲イゑ

5S 

IE】
384 

TIHEIHSECI (EI 

liD 4-2 



/nu/ 

件一

/huノ

L 
/tsu/ 

乙
t5 
z 

ム戸¥心
-
M
Z
 

トY一一lパ一一
1

1

 

H
Z
U目
u
-
L
L
M回
U

Z
E
』

」

F
E
J
M居
眠

E
U

回」
F

コE

(Bl (8) 

包a
>-
a:: 

"" 
u 、""，‘

回 z -， 
"" ・司
W ." ... ." 
"" 也 I ，圏、"，----J ¥ ... ‘'‘ 。

25G 

(C】IC) IC】

~し

256 

ILI 
か欄.
z 

"" 奪3
Ez ...， . ... 
c 奪3

"" u 
目

10) t口】101 

25S 

E 22 
・a:
制匝

.'" ・:za ・司. ..， 
"" '" D z 回
もa

B 

IEI 
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( B )口陀出刃の包己相関係、むの埼問表2~t.働魚

<. C )口腔出力の卑交叉itのE奇問変化曲線
<. T }ロ官出布の走身家交叉教の埼rHl~~ t.世d*-
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す3机宣なゥ/ミ;反骨ちカ¥""~見わ ~1 .) 0 一方ノ)~ 4-.2 

(A)， 1~1 4 -J (A) I才 6 穆の皐告持 l~ ついママイク

N .門前払 ;~Ij L !モエネ Jしギー曲線 NE n. ~NErrt モ

示して ¥t) ..3。ょのエネ 11..宍‘一曲線114生 r~ す

区間 1:. お 11j ~布刀、らの気;にの鋭利佳 6 含んで

争4-1 1ト号訴《与音-~ rn~ Iておけ A

各)¥ 0 ろメーク ωイ邑

tno NE 11 のえよう時刻
tm.o NEI'I1.の1LL う吟初

去

k
k

除
省
内
丸

t
差
交

引

制

零
ν
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ヘ

人
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M

ゑ
押
品
売
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NE九で l'd/u/ ヒa れらの}引 l¥.;主目寸
、
にー，L 、3 。

/SIJ./ ) 

り6ヰくノ

してl二対LうfL..t. ')知 i司昨でみ SのNEIY¥ ヒ

よILょっ-t)¥"N E Y¥. tI Nt肌/tsuん/hu./て Id

道 l之/芝V./，/Ylll/では り 6よJl. ょうカて NErrt。)NE凡

であ

ヒめた。

6の予言式判の

結果 Eゑ4-1に 3ふ ~t らの
百1
Jトい。

l~ 4 -2 ， 4 -3 (A) "-(E) ¥J \~ -舌

占。〉

位材、

¥ 1て昔戸生玖過程!こ茎っ‘いた斜紋

よス..t./-;:延べ穴;良市うの特f攻ヒエ牢 jレベ‘ー

1'-土佐出力

戸フの特 /{t主 l~

N クヒ?イ品安民全に」。る~ 5忍べ

る

之っ

を閉じ 7三口幸ロえ吟 r::.おり

の俳気;九ヒ 7宮司干オ反動内の骨子 j良の

i立ロのる-h カ正視現Ij守

師力、ら

ぞ， y~ ぞ士ー

の午むy7，恭子音

i
v
 

，
引
仙
7
寸
J・ノ

/h/ ベー/s/ でありの場必だ 11

て

iコ忠臣出力¥"dr 
1え勺れむい。吟 lti3jド~~出力1'1 観 ~~'1 つ

てV音枠 iてつい仁r---il.経子 L

え L ') のNCn おり

吟事Ij l;r戸帯め教室り問4在日号事lJ1ミ等

帯の振動 E直4争え吠し T

しい t肴えら

の発戸時 1-::..ld fキ才反動;皮念日‘牢

') -11参併で~\ -r J与

/~I 母音~ 
J¥ 3 

寺会戸ノ奪掠を。

のkt芝情性 lて J

いる--'r 品力

S8 

ロぼ各々

吃と口低から i司日号\~

~. 



/SU/p/huJ 戎襟昔/七Sげの守音区間で 1&非自主出力

iゴ観 ;~I] ざ h ず p 一方ロ H宝:通過失;え rJ 歯ぐ/芸の

狭めの問を速道寸品目守 l之古L31;えヒはう I~ 4-1 

めょう q斜かい振針主己勺不投則 tJ良骨ZE土

じる。そして p その主役、 1-:"苧れ・4反れを開始

j‘ 3 t三~ lfl 4 -2. (A) ， 1到4-J (A) 1-:' 1f'、ゥ ~/l ~ Jつ

iて NEn のiI..t. 1) が NEm の立工う J ')遅↓l与。

イヨし F iEi4-J(A)y )日 4-J'(A) 1之I";t ~め NE 凡~ NEtrL 

の立ょう時間走が ZR苓なイヂjを)引いているが・ F

-絞 iこ lゴ胞の後免母音の才易会 6会あて y 奈17z

l字柊・石良 4怒音めミテ官民閉め NE m. 1"J ~え位母音区

聞の NEN¥ Iミ字文べです弘めて JJ、すく( 1日4-.2 (A) 

/suj矢印)121 4 -J (A) /tSu.j矢印) ，主ょう時間

去を杓徴ハ・ラメータ作用 II j こ'c.11 iij対でな

け。有子f奪格者 /iuj寸鼻音 /nv./で Id:戸帯振動

問崎将点、 lミおいて各湖音器管 k 口wttt~ ヵモ fli

1としており y このた Jl) r正m のI2.ょう J t) N E η 

の立.t.1) 1l¥'.!手〈 fJd .Tt守1FK勃問占佐役 J /川/
て Id 母音区間前拍 J うロ 1空白力がを見 ;~IJ J↓， ~ 

与う/-::tJ ~もす Jz同/で ¥dロ花伝芝崎 i生じよう
ノ

5? 



れ飾き~¥ r~ 戸時ヰ反動;反抗告主の 間 E通過す る

ヒI:J うて生ず 3号音区間/1./ tJ¥"母音色閉め

直前 lて存在し y 乙の民間での;反れ I~ l~ 4-1 1':. 

う l~ 口陀 A示達料.)tl I ~ J.う修併で↓

代子帯オ反動;良のよ 1-:' 弘久;えが支はつ r~ 6の

よ示ざ↓'¥ ~ 

ヒ

tJ さ。

4.2'.之 白己相関紙4ミヒ零交え数

以 L て・ミtべ(-;./.き守慕青・破棟、すの;良育ちの杓微・

E 表、↓っす 1¥"ラメータ k 

correla七ion coeffit ient ) 

己中自問 4~f~ ~t ( Auto 

k零交えキえ(.Zero仁rossin3 

旬して

h:d:e ) ~ ff¥いた介-;t↑;五を検討する.この季 τ・

rj a奇問均五えでの;度れ時萩処理を目的ヒ して伝

y 二-kら之 つの ) 1・ラメ を検討す aふヒ

lゴ宣字て“ム 3 。 一椴 I~ 白乙相間信:ゑ 11"基本

)司;貫教のすぞむ iて前いら↓¥ ) え y この基本!乱期

自己相関係散の泉大相 rJ1:"相当す 3村ミ丘 τの

有戸告 七長谷 F告の判定 l二用い ら↓¥.3 。

て“ y 10 kHl です J I・1) 、..- ?いした i到4-1

ヒ ιぅ

/ sv.jの

;皮れ tXj Jち¥.Xi. 'c. χi+i <..-符号車ぜ丈li. I~ 入-k~~
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制力、ぃ1;反動 E し T お 1) J /l uj . 1之 6乙 tl ¥:. ln'l -

j司知ゅ振動が h ら.}¥J。ーち) /h~/ では /su/! 

/l.U/ ¥: 11 異なる不規 ~Il rJ 1及室nが‘札ι↓¥l いる.

乙 hらの亭雫刀、らノうグタイム Eサシ 7・リン

グ!司期 0.1 t'Tlsec: 1て等しく設定し k 白色村間イ41

1ぇfl 1: o. 1 m.S e Cιtのサニ 10 )しの京交叉数モ

} ¥。ラメークヒ Lて用 1) .3乙'c I二J勺て涛撚音

・石氏本壱の官民別め可能性ヵ\~.1rrl何でう 3。本昨

で rJ4奇1'( ふめ f1¥:家失久散の咋問Jt~t， t-:つい

て安検在行ない p その結果:を検討し p イ也のラ

グタイムの色乙相関係長 Jやイ也めサニプソシグ

j司朔の思交叉毅 6合ぁ τ摩擦を・不良ヰ察官の 1¥・

ラメータヒしてのこれ らの有効怯 E 論ず~

l到4-ZCB)(C) ，1到4-3(B) (<:) IJ b穫の卑告旨干の口

市出力音 f良E っし r ム同期 b.4 ntS色と Jふすif

区間 25. b ms ec. )ラクタイム O.lrnsec..で計足し

た白乙相関係数九(ば (4-1) )め咋同iAt..曲

線ヒノ l司ーフレーム同期・ l司-1ト1fT区間で計

ヰした亨交叉まえ(実 (4-2) )の吟間金イじ曲 tゑ

でム J 0 z>しーム l司期~ 1トオt区間 Id:エネ lし司、.
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一曲線ヒ同様な理由に Jって決定し r:..() 

ロ日空出力昔 r'信号 E. {X.i} ヒす~ t.さ

ft =-会iZhy/72d241 (4 -1 ) 

丈i1:1+1く otJら rf広間(iノi-t 1 ] て・

零交久が・ i I~ あっ氏。 (4-2 ) 

)i¥ 4-之 (6)(c) J lill 4 -J (8)(C.) I~ jf，、ゥ hてい 3Jぅ

|て G伎の格予¥-;:央通して l到の中央の手音区間

を7余いで供音区間のん lゴ零¥-;:近い伎をt.') 

母{-s問のん 1"3 1. J之近い位ヒな~ 0 文 p 家え

叉キえ l;:r無骨・母1-区間失 i之小 7 い佐t.tJ ~ 0 

4えヲ'"?， juj めんは翼手村迫力、ら 1付iLの伎へ

た敢な変 At..~す主力\~ )秀之交交まえI''jJh -:rなイJの

J j て-変イじ杭 'J¥ -:!い。 こ↓¥ I~ 対し) jsu./の号

音区間でほん l"d負であう p 零交え数I'J増大す

~ 0 /~ u /て 1:1)草花出力開拍日守点からん古じま普昔日

し( 1到止め長印)雰交叉救は口日空白力開始日守点、

iで減少モ続¥1j ( 1到(c)矢印)。一般に去と号一

6よ



音の零会叉 iえl'dd， ~く) ~え勺で二山 l 'd J丞，"x.t及、

主突牧 '1て今 t-..i生めて投稿の 11¥寸い島 H[出力

lミ J ?てこの f見:t.()¥-起..:. 3 t 芳えら↓¥3 。支 p

/芝/ の区間で 11 1到4-1 (7)反乱ちから守色;別ていうる

立う 1'-家交叉まえ Ij，J、7 ぃ."/tsu/の号音 E問で‘

1:1"九 11，hきくく l到(8)長印) )家安叉数 rJ増加

してい~ 0 Ihu/の手官区間で lゴf11ゴ大弓く(

lfJ (8)矢印 ) J 宏交叉教は々や大さい。/川/で‘

!なん・ 1窓交叉寺文t..d jzu/ヒ l司採り崎向払計ら

↓1 3 ( 1引(8)({)矢印〉。以よでJ'dサ，.， 70 リ Lグ

周期 0.1InS ec J ラグタイム O.1 rits ec.の fl・索

交叉萩 k ふ洋音持ヒの関イ~~在五べ t7. 力\"それ

'2， e ~長 "4-1 i~ j ヒめた。

t.. :.主で)よいら 6穫のlf-音節のイヂJr:ら・い

て無音 E聞での九 1'- 0 ~ O. S のr:1で不乎支こなえ

~私，" dtら↓¥ .3カ¥")乙-kI:}裕子力t言tJt-i集室内で

行 tJ'-h }， t7.ため主内騒音(計 1ri突のつマシ可

〉め影 ~il 色ぞ 1) たヒ~えられ 3 。考ミ希のためy

@ 4-t l~ J~ 中島 ~η --t IJ ~毛色与をト戸内 J り 5 丈空く

して主内‘騒音を計ヰ域 l亡入力し t，- ，反れ在者、し
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た この室内経音 1-;1たにえ?をめて守氏怖の Jl，守
ぃ 6のであヲ "1' d i到4-2/-zu/ <.8)矢印ノ i到4-J

tB> /nv./矢印ヒ l司オネlてんの t宣左大宅く変動す t

J影響!f.及 lます 6句で為.3 0 I~ 4-れ B)，I~ 4唱 J

<..B)にほん抗・顕若なイ直を¥:.. J例主示し作カ，"，実

、検によ aヒ玄 i勺騎音の影響 l三手うて /s/ のft

の{直前免方、ら本付託 lて物 A音f't式判 i"-19く p

会般に九の耳二!jj?定な変動力ピみら仇犬。ヲグタ

イムも変イじさせた包乙相関係長 lてついて Z玄

内鴻昔の野智 11"大さ < J この不安〈史ざの kめ

白己相関係紅色摩採音ベケ石良穂昔の特徴 1¥・ラ戸

ータじして前ぃ 3 こ l 1-;1過当て凶な¥1 ¥:.. ~えら

れ 3 0 一方 J 苦手交叉すえ 11色乙相関係長 l手ピ室

内騒音の影響 E受11ず比較的 iミ字実て・， q守lミ

寺、fl撃す察昔 /SLI/ ，破様音 /tsu/きぬめ音素ヵ、ら

ま民別す J t~ めの有効なパ。ラメータでふ 3 ~渇

えられ 31>¥' )有 FJ手 4奪三す /~U/ で 11r帯被安u:良
の彰等?で窓交叉金折小づ tJ~直ヒはう母-{t等の

イ也の音走力、らふ取す J ~ヒカ" 1到葉えて“あ品。 よ

め点につい( rJ 寸シプリシグ前期~ J{ ~仁すて
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て 6己文香 t1~ ~.守できな\， 

4.之.3 差イト零交叉長ヒ雑音除去五小家交叉fz

本論えではつ./7・1)ンク i司辺教に 10kHz t 

用いてい S犬め J叫ずで iすよめサンプ 1) :. グ l司

波数 lて?艮だし ki長官合 E展開す a於，よ σ 主義論

は他のサンフ。 1) - ブ同;良弘 l~ t容易 i亡拡張て

寺 .3tのである。 113えの検討の結呆零交え

ま丈 l-;l長戸摩擦昔 /sujノ破捧音 /tsuj1:'有初であ

a杭 J 有芦 尾ヰ寄与す /i!.v.j I二 ¥1布示。モ U いことが

芳、j".h I， }Jマ， .Jt-1.Y" @ 4-iの j反れを視認して Jr
J k p/suん/tsuん/1.u/の与官民間 l之共通心符私文

は波形が o.2 ms e.c.周期の制力¥¥)すえ動 1 6っ乙

ヒであ b 。そよて'--め細か¥J :i反動左表現すa
パ。ラメータ l l てま¥'(4-J) で・示す差dト家交叉

まえ(Differentia.1 zero c r-ossin3 γate ) ~導入す
a 

(χi寸1-χi ) (之i一足1-1) < 0 なら lゴサニフ。1¥.-点、

1. 1-::: 1;;J ¥)て差今家交叉が i@あっ夫。(4-3 ) 

GS 



エキ}しギ一世)~ゑヒ i司ーフしーム l司期・ i司- ~ト

村区間・ i司一音声拭料で式 (4-J) E計五し y

宅の咋問変化曲紘F-f~ あた結果モ 121-2 〈D)J

l到4-J (D) I亡示す。 l司i司1:J↓t Iず無音区間'c.J等

4恭音・破椋をのミテ昔区閉め向ちで差ふ家交叉

弘前大をけこヒがわかる.ム↓lは}到 4寸の:良

彰からt3~らか日 J う l て l寺オ察官・破守系昔 κi寸で

なく宝 1*1為号音の:良彰に 6制力、 l't反動力f存在す

3 ム 'c.. I亡よ 3 0 又， /~u/ ，/川/で \1 l~ 4国之 (C) J 

)到 4サ仰の矢印 l三汁 lた・して(.D) の矢内の訴か

で 6 ゑふ窓交突、数の減少ヵ，~ d-t ら~ ~。

ì~ Iて，柱音色問での差ふ零交叉まえ~1:余念す

j r:. N) )試 (4-4 )τ・ネマ-l1~雑昔徐去先ふ零

え叉故(Noise . rejec-ted ditter引，tia¥ i!.el""() crossin3 

γa-te. )主導入す品。

(Z:;.t1-X-l )(工i-Xl-1 ) < 0 a n d 

( I X-j刊 I> thresho Id or 1工;1> th r . 0 r I X J -'1 I > th r. ) 

ならな‘寸./ 7・}し友 i I~ ~.いて殺云珠云去の\

考ご交叉カ，"1 1ヨわ，た. (4 -4) 

bb 



これ !:!佐官区'mlでのロ阪出力信号 {xdの振、tI長

引小づいよヒ lて;主白して走dト〉家交叉哉の史実

在修正し t~ tめであ占。手色合7余去差イト宏交叉」

まえ m時間実;仏曲線ち図 4-2Ce) l 罰4:"J(壬) 1こ示

す。天 (4-4)r:.お ¥1j -t h re s h 0 I d r;t ~存、音区閉め

雑をを徒及IJ し τ 過当はイ直 I~ 失仇てある。)到4-之

(壬)) 12 4 -.3 (f:) I~ J↓t li'l~ 4-之(D)， 1到4-，3 (D)に

おけぷ寺会音区閉め差 dト京交叉数力Y、官余云づ↓¥"{

いる。をめ.t..，)¥!¥ 4-之(に)，ヨ 4-Jくc.)Jつd7手

探音.fil良掠f?の拘作久力V強制す↓¥J 問¥¥:/'iujで

ほ著しいこ tがわかる。 /nu/で rJ19} (c)矢内]的

司令ヒ l司1生iて).i.亙蔽十五も更すえ 11てき六ゑ位止!1

力の彩牢1':'よって l~ (1:)矢印の幻令 lて小づリ(在

が'J)!われ j .以 L で述べ大ゑ介家失叉なに守色

昔徐去をふ党主交交メえの各洋音均ヒの関係をえ

4-1 I~ J ~ JI) 氏。
r1'l-

一勺 y 各~骨イモ? につい T雑音除去走令本交

叉まえのえよう時刻ヒ NE九の:QJ:.り叶議IJ0)日号聞

をiて;主目して針品。 乙め時間差 1275帝掠言力開

始直奇事1)I~ 汁すぷロ区出力開拍 E奇主IJ めずJ1 t未
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わし)1到4-之(A>(f.) 1 l!¥ 4 -.3 (A)( c )ょう /uJで Id

時間差カピ Ill~r 零て・あるの iて対し) / Su /ノ/七su/ノ

/hu/ではほ)のえ.t. ')が(A)J ，) 6ヰく }/1.1).乙/nu/

では追い .L1LK 主主べ夫乙ヒから雑音?余去ゑ

令、家交叉数の最大佐'c:..)マして手足音?余去長イト

零交叉まえヒ NEn のえよ 1)内問えは/為す察官・沼氏

j客足音ち識別す aための有効な 1¥。ヲメータでム

;) 1:.希えら-k.3 0 

4.3 言最初安喰↓

IF¥ 4 -4 Iミネす Jう l之 p 百i怖で述べた毛色昔除

去走有¥1本交又れ(N.R.-D.Z.C.R.)を欣車産11" ，大

(4 -S ) ¥-;:ネす雑を除去差イト宋交叉まえヒ NEn.の

主主う崎間差(Delay -bme)をす噴私 iてヒっ夫子

面(N-Dヰ面)に p 後手えニ号音 ~'l Iて各洋昔静 E

プロ γ トす 3 ミノヒ 1-:'Jゥて l写探昔・毛皮守察官の

す九日IJ実E全長 Wiな勺 f三。

正rIyNEm の主 L り崎長IJ ~ ~与令 tno)t l7L o ，)雑

音徐去走そト末夫又教のムJ:.') e I I司を初め

て紙え氏自守主IJlcヒして
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Delay time ，.: tno -l。

イ旦し， "Dela.y もimeく Oのヒさ

Delay tir陀=tno -tmo C4-S) 

弐.C4-S) I亡右いて DeI a y -L ))1 eく O の場そト lてでm

E 同¥1 3理由 ¥1 ，ゑ陀出力が口佐立;すJょっ 6

早い手告/れん/i. /等で l"d I到4-占(壬)矢作の卸会の

ように従告?余去ゑイトヨドえ叉数杭完全 lて家 lてな

らtj¥ 1 民間カマ存たし J Delay七時 が不手更に

なふ ι1:.. Iてよる。母す， /8/， lhl ， /S仁川ん /tJi~

/tsu/め音rt共料 IJ10るの男位祐希がふj半音持
ち 1I司ずーっ与を戸し fミるの令計 10伺吊い Tゐ-ijp

/n /ノ/m/，IdlノIdん/b / I~ ついて 11 ..s-. 2イ自の f仁子

宮司料ノ会計 10伺 e%人 l亡割りきてた。ィ:旦し p

Id i /ノ /du / ¥す日本誇/ラ'1/ノ/打/Ii:対反:パす品。本件

で l"d母音 )/s/ノ/h/ノ/l/，C/5a/，/Su./ノ ISo/)，(/-i:Siろ

It s u / )) ( / n / / / m / ， / ~ Iノ/d Iノ/b / )め 7つのグ JLー

アの識別実政を級統好奇別代行なっ六結果 i亡

つけ l 主Eぺる
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4. 3 . i ~.椋抜 E 用い氏議男IJ 実験

設計同データヒして 7グ iL.- 70 各 1011到の音

予言式什 E返:蔽すえを問、 1 た入カ l二 J 勺て集:th ) 

大‘ (4-4-) N.R.-D.乏.C. R.ヒヨ¥'(4-5") Delay tim 

E計yj.しれ。そめ結果 t \~\ 4-4の N-Dヰi宣1_L 

にプ口 0・f トし 7...，♂領域，~区今し k 。又 y

f去 ω~ 寄与でつ与考 k す .3 r~ あ /P/7/ k / のす予言夫村

表4-2 10 名の男性~l\' ~Ú.\ I1.花子し fて LV音8r
k母長の古式2lJ結果

に~蔽抜使間 y 設計問データ〉

tr' 
o
 

，f'' 

J

，r
 
e
 

/
/
 

I'' 
U
 

I
/
 

，，J
 

・
』

ν

B
/
/
 

J
F
'
 

『は
/
/
 

71 



d ，{トわそ τ事¥1 r亡。言文計同データの言~ glJ結果

E表4-之 1": 示す.表 4-2 は 10 ~丞子中の正解まえ

E 示、している。全体の戦 ~IJ 来ヒして PD.D γ。

く之70/300) & ~等 fミ.
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国 4-5 鳥庇・ロ H支出方工字}1..- .-1"'ーの

五社イL時間変イL曲線

(A) ~患択すえ使用の場ふ

~B) j主阪士えを使用しない場令
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4. J 之 ~蔽殺を用いない識別!安政

吉司馬食荊データの吉弘 ~IJ 実 E会では迭と萩板、ち取っ

?余を J 之イ泊めマイク E ふ々阜の直前ヒロから

Jc?n.の位置!て配宜して 7グ Jレー 7・3ト10偵の音

声 E 入 nし)到 4ーヰに示す領域内 lて正しく-:/'

ロりト 1.h r~ dの E 足解とし f三。発芦者 Ijtえ

許用データ ~l司じ 10 名の男 l\'~ でムる。こ ι でノ

マイク N Il N En.の立ょう検出の間的だけに{丈

われているため y 設計司デー?の域別安政の

場合 J ') t5皐)-:近く画乙宣して 6安易会の全什E

定えたこヒにはならない k 肴えられ~ 0 l:.. -

3で・ 1 乙の安易奏で I"J~寂板 t 1安前しないため

j年H空・ iコ忠弘力が?イク N .門 j之 j乱入する乙

¥:. JJ， 号電ヲ~ .3か・~え入の程良ロ J.4.2 併で­

~ぺ r~ Jうlミホ 7 な伎であ勺 fこ。;え入の?ネふ

を 1到 J-8 ヒ l司採1':'tl!l 4 -5 I'¥: ネす。

;に 1~ J 鼻腔・ロ庶出却の;え入勿'¥.2つめ杓私文

J¥"ラメータ l之&..IJ・・す豪3等i!之つけて校討す J 0 

主主1空白布前ロ住出力与')早く立 L カ¥..3者三r( 
例え IJ・・ i到4-S /m.a/ (8) )でほ鼻腔む刀釘マイク
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門 iて ;fL入 L 1 弐 (4-4)雑苛?余去走令零交叉款

の但 1-:..影等rt及 lj・しノ l到4-3 /凡u/CE)矢印め計

令ヒ角栄 U 曲保全":i!. ~っ↓{号く rJ ~ムヒ.tJ，'すだ

マ~\品。特 iて/乏1-\/ではキ柁出力め ~ìt らかな;良

悦め背戸;良川口荘弘カを f良j之;見入する L ヒ

!こ J f) 1 i¥ (4 -4 )めイ査が・タタ少 d、守くなぷニヒ

ドラ京~ !↓1 主力て口日空出力氏吋す~ j与1主出力の

;注入の捗jモト灯，hざいニ'c. JJ、ら域別 lこは犬今 tJ

f/ j.l? 11 rj い k 考えらねるー.又ノ式 (4-5 ) De lay 

iime については y Delay七ir時く O の場企ト l亡相当

す J ためトlE九'c }lEntのえよう吹出設差の才れ口

11 識別結果 l亡足ぃ影苧を及 Ià:~す。そ乙て- J l~ 

4 -S /tn a / (B) I~ 示すように N E rtl め JSうん点、 ヒ15""ザ。

点 E直後て・結ぴ吟問料 k の交点、 E 主 L う吟主l、l

tmo ヒして?を更す A ふヒ lてした。 ー方 ， ロ陀

出力力，-1t-庇出力 J り早く主..t.}J¥" ;;S発芹(例え

I"J 1副 4-.$ /Ja/ (8) )で 1;1'式 (4-4) IJ 号昔区間て、、

但最大 k な Sたあえ入の彩牢 E受¥1ず， ~)(.って y

口~宝出力がマイ 1 N Iて;見入してす~ (4-S) 1二ゐ‘

¥) ~ tno 1: め h影等F力て及 I~.づい 3 がノこ↓\ D 
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tn。の推定モ什 q うニヒ I~ し fミ( 1到4-占/5a/

i息蔽?えを前リ tJ¥ 1 t易会の音戸吠将 jてついて

は L で逗べ f丈ずれOノt"ゅの推定 E行 fJl) )マ-Mら

を域紛問データヒして官民 ~IJ 実験~ ~J なヲ t~

その結果を l到4-6 ¥: 10 手6P 中の正解 ~t "E.表わ

す表 4-3 Iてネす。 ι.J.Iら 1-;: J Jヒ全体のまえglj

表 4-3 10 ~の男+主力\" J仏，~ il.従LFtk C V音昨

ヒ母音 a 右京 ~IJ 結果

( l忍蔽す反主用いなけ p 拭.検問データ〉

/a./ I /t/ I /u/ I /e/ 1/0/ 

Vowe I 

/s/ 

/z/ 

/tS i / 
/七suj

10 

/ n / ， / mJ 

/ g 1， !，U， / b I I 10 I ~ 
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手ヒして 8~.7 ヅ。(.2 66/.3 00) 灯符られており，為、

正力-:!歯切であっ t~ζ ヒが永き似てい a

4.4 考察

(1)之つめ符 ~t 1¥・ラメータ k 各、単 fftjhの関

fゑlてついマ考察する。先音 7余弐ゑ今雰交史、主主

i-;r j事ヲ察官・石良守容音-の歯十厄の 3失れによ主古し気

;九め jえ良~ ~ ~~\J 3 1¥.うメータであ') ，到 4-4 ノ

i日4四 b 1て J -M 1ゴ・魚rJ孝f怒昔・破f事告の中で iす
/S/~ (/sん/七Si/， / ts u. / ) ， / h / の喰 I~ 大手ぃイ喚 f司 2ぐ

みら h ~ . 支 J 日4-4 I~ J ↓¥ ¥";1・有芦/寺寸冬音/乏/

について/}.i，ん /zu/ め雑音?余去ゑ小零交史、会 11

犬ラい前 /la./， /z巳/，11.0/ のそ hが )J¥ざい音子科

料かタタくみら↓l る::.-h l'd /l.i./，/l.u/ I立与を幻

/7./から後続長ト令への tAヒの過程で歯の殺め

のれ~(が l~ \:.んビ変イ~ L tJ l) i，-めすしえ討しの者主

主力"$JI菩 t.:あ 3ーさ， /羽ん/ze/~ /:!.O/ ては予昔

野 /i/ ふらロを ilfい1 た後総母昔奇ヘ竹 ，3 T，-め

九気;えの各土町時間的 lて短 h く y かっ十ふで・

ないこ乞によよヒ肴えら仇~ .そこでま封、喰可1
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ナ}タて・・ lす益予定f1-:" /~/宅総詞して益予す a

Jう1"指示モ与え氏ヒ乙主 y 雑吾首〉去走今考ミ

交叉数 1す若し〈増加しき常利孝の向よおめられ

T，-( 1到4剛 6ノ表 4-3 ) • 

;えに) Delay -t;me ヒ各与1.音怖の問イ糸 1-:" つけ

て考察す品。ロ日空止;ヵヵ'\.J幹 a~ 出力 4 う早く i

L カぐ主義戸海4寄与音.:;良守蒸すで ¥1 ， Delay time 

¥-;!号音区閉め謎免崎間交 t 去らすハ。ラメータ

て・あり J 151ノ(/SIノ/h I ) ， (/-tSi/， /tsuj ) の 't~ r~ 長

いイ頃旬.t\~ Jtられる.有声号音の中/で 11)忠告

Im/" Iれ/の Delay-time r~ ミ予告め結花崎間長モ完仁

わして ¥1 3 'c. b え』が 4也の守昔 I~ つけて 1 "1
y 

不通当1"J表現である.又) /乏 a/，， /~e/)j 'Z o/ で 11

Del~)' -ti n1 e 句絶対値ヵ\~ I1也の有 J与すより d犬

寺¥)~I:\向がみら-h 3 ( ¥虫 4-4ノ l到4""6 ") Q IB 

4-4 ， I到4-6のデータl"J:<イク M '&.尼から J

刊の ~Ê 雌 1-: 恥まして入力してい a ポ，ょこでン

マイ?ド|ヒ/もの ie取が Delay七¥me 工ヒのよう

な景22FE与え 3 ~、 J~ ついて怜討 38.1244F

i到 4-b 1ては /hajの De 1 a i' ti Hl ~が -421之 Pトヴく y
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/htA/ 1:'較べ‘て母告ヒのふ除がよくない二ヒ念r

z、-:! ~ ¥てい a。こJ-t• I J /h a / I~ / h u / J 1) d A-.. E 

犬さく fl-f¥ l) (込戸?↓¥.3 r-:. Jf)手音卸/h / r;: 芯

¥1 ;3怖からの失;えの迭す杭・小 7 く ，) τ イ ク門

カで気:九 E 観 ~~IJ しいくいニヒ r~ J 3 。マの氏め

く/h i / ， / h u / ) ~ / h 0 / ， ( / ha/ノIhel ) の \1良 i三 D~lay

-cimeが大さいイヒ見向がみられ 3。 当こで y マイ

ク門主Aの E均/¥;持延-:!i! J，¥ Iず l~ 4-:-4ノi到斗-b 

I~ ;b' I} ~右半千而 I~ h.ト布すふミト告¥"J右方向へ

妙動し}-5J昔 l /h/の右京}ijljキが改善ざいる乙

ヒが予定で守主. しかし y 友キ牛'IDIてか布す

与す音¥;:ついて¥d'玖善守山ない-

<'2 )この奪で扱ιぱかっ〆音素 F すなわちy
悲芦波孝L音/pんjtん/k/ノ キサ音 /yん/γん/w/J 

f長音 /N/のN-Dキ¥m1:..で《分布 lてつけて返ぺ‘

品。凶 4-4 1-:' /p~/ノ /k~/ ノ /pu/~Jku/ 色ふや ζ 倒す‘

つプロツトして1， 1 .3 0 イ也の鷺戸破裂音 6I~ I~" 

l司イil ;I"にふ布す A こ\:...~実、検で石室力、めたお，

崎を見々すくすぶために 省出各し穴。前足 Lr，-

Jう l之 i到4-4J 1到4-b' の千面 Lでの /ha/のふ
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布 iす母音の今布 l~ 持返しており y しか 6 :Iさ芦

成裂すのふ布相ぐそ.}¥らヒ支な 3尺わ識別が不

可官tIc. tjっマし 3う。キ母音につけて d母す

のふ布ヒ重なって分布しノ又 y 口 R支出力か・1手

点しない /N/τ・・ I'J千置J..r.. I~ 70ロ νトすぷふヒ

カ¥"て"守 rJl) .そよで y 粂FZ反裂すやキ母云・

守護ト昔 11 乙《茸で延べた処理以前 I¥:ぬの処理に

よってふ離しておくぬ字新 ;h.3. このこヒに

ついて 1-;1第 ι 季で詳 L く込べ~ 0 

4. S むすひ県

与の掌で l"l ，二重入。ンス子ム 1'- J j j手4患

者・ 5定守容をの官民Zリについて延べた 。筏 iめ特

~~t J¥・ラメータヒし T摩擦音・厄良守系音の合↑斥

め 3央<h lてよ~ -iし気えのば鮭モゑわす雑音除去

差イト宋交え訟を用い F 清之の特徴J¥・ヲメータ

ヒして雑音除去差ぷト尿失'え教の立ょう吟主IJ( 

3た l"dロ H宝出力エキ)¥...有一めえ L う吟初)1:-

革庇出力エネ lt..ギ{のええつ的安Ijの吟間差 l

用けた。そして y こ-hら之つの特 I~:t })。ラメー

~O 



タ新・5長3千函 L に身す寺下昔・石良時、音・母音寺 Y

7つめを素群"E7'ロットす 3 ムヒ[， Jつ識55']

iぞ験を行なった。その結果，誕百足千五を両¥)t， 
q計問デーク J~ つい"( JO.Oγ。〈之701300)の識別

手モ件氏。犬 iて返取扱t:~Z う?今、\ 1 穴場会 J 2 

旬のマイク l丈島眼忠力 L 口胞出力ヵ¥"i見入する民

問題 lてつけ t ~忍べその埼玉;去 E 於討し r~ 古式

於 l司データロ i選~m安奴 E 使用しないて汁ゑ均 i之

入力し y この補正をち包し識 ~11 ~支駿 E 行匂った.

その結果) 8S. 7メ (266/300) の筑 g~キE得て?

こ↓¥ L，之つめ椅徴 n・ラメータヒ補正 j主力ぐ11t1J 

であるこ k を北高も Lf-=--• 

~1 



2ちS章 者芦;良ニゴ主.入刀システム I~ Jる

音頭徒識})しコリズム

S . 1 はじめ I'¥.

者J章てい l'd D;. s i子酌ヒ O-L1ヰ血主用¥)て p

tえ託母.{-に /a/ を 6 丹 1~ 穫の者~~ぉ 5 ぴ/N/ 色 G

Z千iてふ銭す 35 )しプリズムを示した.又 p 第

斗生で I~ N-Dヰ面走用いて j量採壱・石良縁音色

吉弘glJす.3 ") Jレゴリズムを走、した.乙の章でほ

乙.J-tら主紘一的 l之吸う;)しコ品リ，ス。ム iてつけて

延べ・ 3.表初 iて， $".2 怖 lてお日、 I -Z '{会紘母音 l~

/a/ を 6勺 1b後の昔穏ヒノN/ e 識別す~ 5 Iレ

プリズムを禾し F i史1:， S. .3静におい T こめ

'71しコa リス・ム 1";: J ~ i怠蔽すえ左前¥J r三宮武 g~ 実歌

ヒ~絞奴在痢 u tJ ぃ詩~ ~，] !定、検色行ない F ょの

設~21J 7 'しプリだムの有安.~ ~生 E .1iをかめる.最 fえ

i之 J b.4 俳 J~ み・ Il 1 ニ支入力シス子ム l骨子

タイつ・ライ夕日ヒ L 1 崩い 3 ニヒの有対 ~It.ヒ

ぞ同社 lてつけて述べ~ . 
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s.z 官読右足識す}しコ岨リズム

本協で I'J • D -S 牛歪1・O-A千曲.N-D千而を

明いて FI殺のを筏/司/，/ka/，/sa/，/1aJ ，/na/ノiha/， 

/tna /， /ya/} /γa/ ，/wal， /pa/ J / ja/， /za/， '3aJ ，J白人jTaん

/N/モ試55IJす 3寸 H.ゴ・リス"ムも示す。稿 3 茸

の O-s千¥m..t..でな /Sa/，/l.alノ/2al，/da./ J Jha/ e 投

わず y 気4章め N四 DJ.子面」こで lゴjka./ノ/ta/，/pa/，

/ya/，/ra/ノ/wa/，/N/を守長ってけなけ。のま吏由

11 .... ..-hらのすを買がだの Jうなか布をす A よヒ

カf 突破で石をかめら h てい s かもであ~. O-~ 

J子自 L て・の /Sa/の今布 I-;J /sa/ Ic. ¥司じでムワ

/羽/，/ド/，，/da/ ，/'va./ め弁布 I~ /na/ I~ 教イiえしてい

ふが・4ト布 /1広 tl 0 N-Dヰ看lJ:...での/同ろ l-ta~/pa/

のみ布 ¥"J /a./ 'c. /ha/の問にめ 1) ， /ya/， /γa/，/wa./ 

の令布 IJ /a./ヒ向じてーあ品。伏って， 0-L1牛

ih で、 15a/ ， /za/ ， /la/~/da/， /ba/ ~扱うニヒ y 及ひ-

N-D千面て・・/k a / " / +. a / } / p a /， / y a / ， / r d. / J / wa /を扱う

こ l l"d域別紙呆 E たくす j 0 支) / N / ¥"Jロ庇

出むお存在しないため N-Dヰ白..t..1-:: プロりト

す 3 こ k ができはい。 J~ 1:.仇理由て・ 2 各.!t¥白

l?3 



10.1， /ko.ん/So.ん/io.l./no.l，/ho.l，/mo.ん/'10.1 ， / ro.l ， / wo.l 
/Po.ん/S 0.ん/zo.l，/go.l，/do.l，/bo.l，IN/

/0.1 

/N/ 

/so.l 

IjoJ 

/zo./ 

1 no./， 1 mo.l 
Igo.ん/do././bo./

/ '10.1， / ro.l ， 1 wo.l 

.九
/ 

/ko./，/io./，/po.l 

Iho.l 

@ S-l 1ワ穫の音韻をま貴男IJす A夫めの

フロ一千 γート

i?4 



ムで口預てしれ令緩めJ-l"E扱う.この制約 E

補う Rめ川下 lti毛ぺ 3す 1しコ・リス岨ムて前 lす各十

面でめ誌~ ~Ij モネ長 ~i 1司行むう.

}到 s 四 1 杭~t\ ~IJ つ 1つ- ~γ ャートであふ.

1 l" ¥-;! 0 -L1 ♀白 L で /N/ モ今悦識別す S

st叩

、
'-

↓¥ rJ 0田 A+ 由とでの /N/ のふ布杭非常 I~ 顕著

でムり y 最初 I~ 他の官官互からふ官主してゐくこ

1:. tJぐ通切であ~ ::.七 r:J ふ。 siep之て‘ lゴ N-D

ヰ酌工て /sa/.I Sa/~/ 7. q/ ， (/na~/川 a/J/ 'Ja. 乙 /da/， /ね/)

の斗群モ令蔽域別守主.. s -f:~ p .3て・ IJJJ-ぴ 0-11

千面 L て〈 /ya/ ， /γa/J/wa/) の 1 訴をイト敬語気 ~IJ

ずc3 0 step 斗で rJp-S +面工で( / a/ / /ha/ ) 

t ( /ka/，Iia/)/pa/ )の分能ち行ない)step 5 

て /"J..iii-ひ N-D牛面 L て・ laI r /ha /の域別を行

なう。 I叫 L の 5i~ 1告の処理 I~ J 勺て 1つオ宣の音

者~ E 7君手に分類する 、
の J う iて 5iQ r昔のを宥

A ~ 'c.. 3理由|コ名トキ晶工て"ぬの音請書?から顕

著 1-::: 沿散してい A 音殻 E 九 iミイト誰識 ~I]す J方

:去を詩的してい与乙 C Iてよる方 J ~え徒サ

音が /e/，/o/的場右¥6原則的 iて i到S-1のつロ

85' 



一今ャートで被写IJでさ占。しかし y 後役母音

が /L/ ，/u./ の場令 I~ ¥:J戒す民全 /t5il.，/isu/是 Step

之で分負をす b 。又， J. S 緋(.3)でミζ べ r~ J 台 l之

O-!J牛面 L ての /mL/y/muん/y旬、/寄の特徴が不日円

石をであり J qえ総母音航、 /[/)/v./ の場ふれつい

て 1司今後 m検討を字する。

イ“

S..3 議 ~IJ!定険

第δ王手・捕，4j午、で・ 1:1~蔽校 E 用い六場活トヒ

i亙核抜 E 用いな I】 f易会のそ↓lぞhl之ついて F

10名の男社 aバ九えも戸し尺音声拭41モ用いて
域別事?般色行なった。'本怖で 1::1.こ h らヒ l司ー

の音声試什に i訊よ-1の識別?)しコ‘リ丈・ム~ l亀

岡し識 ~IJ 実馬食ち行なうが p 端 J j主ヒ気 4奪モ

紘一す~ 1三o") ，迅蔽扱 E 用いた音戸拭祈 E設

計再l子。一 タ y 述:蔽オ友ち用いな¥)音戸詞村 E対

喰雨テ凶山タヒす J "音 F拭判 lJJcト音色更につい

て会々 jOイ回左前い与が)i l~ も五L やすくす A た

め官官RKJ ゥて IJ l~ 中 lて 10 イ回すべてを 7・口り

トしていな I、6 めが‘あ 3. 

~6 



R識すIJぞ馬令~百ミ根5 . 3 . 1 ¥ ¥ 再1を

のS-JP123-S， iZA-4 

F t者付 E採用す

j到てしヒ7 52計同

s-i i到。ぷ、円一日たt ) 間叶E YL夜?支

ネす;て iてL 言安吉東¥5IJふ st~p での主¥1 エゴ 。

吉良号IJ結果IJ¥ 一!クア設計同よー1表

/N/ 

74.7ザ.

jza/ 

--'t'.‘---.-( ~弘吉IJ

/a./ 

jelj 

/ ka/ 
/ta/ 
ノーpaj

/5礼/

/ha/ 

f----

之

/ yd / 

/ ra / 
/wa/ 

I /同/!|/najjpli/ya/jA
/七a/ I /saj I，_jda/l /ha./ / ra / . / tlaj 
!I pa/ I IfrT1"'lha/1 /Wd/ 

I 1 
ー一一一丁一一寸一一一一一-r一一一…寸一一-
; .30 l  

d 之

寸志~_---"----l 二斗ー~-~--，~
/na/υd~' I 
/da'l i. &'0 

州'/ba/l . !一一 一.--斗一一一一」

lJJ lr:| 

Ji  l i 円;
I~a/ I 10 

/.aj r-r ..11〓!
J 

/日/

10 

%7 

/N/ 



step 1 1~1 J-S 言実主義別むし

8-tep之 l司4-4 /sa. /の之拭針

/ね/の 1tt{村

sie r .3 l;f! :1 -J" /wa/σ) J 拭判

step 4 Is J-l i英語りIJはし

s-tep ζ 1m 4-4 /a./の 1吠竹

/ha/の之吠針

fえ守て 7 170イ自の音戸吠料 i二対して?伺の殻

域.g'Jがみつ， 74.7・んの補助Ji半が得ら↓， 1，-. 

のコシつュージョシマトリりクスを表 s-1 Ii. 

ネす

S . J 之 i丞商工?ぇ E用¥)ない識別雪?"馬会

右折、検問データ'c.. Lて|司 J-?ノi到トjj，)到 4-6 仇

返阪扱も同¥)な I)音戸拭 J吋モ採用す品。被 8~

Iえ界 ld"各々 l到J-よ l到 J-lノ i罰4-4 ヒ i司ーの境界

ち争前 I~ 言受賞すぷ. I引s-1 1てお 11 3各 s-le.pて

の挨哉君IJちだ/:.示す.

%~ 



す妥 -3え ~'J tJ しl~ J -7 4
1
h
 

h
r
E
-

戸
M

t
+
L
 

P
Q
 

J 古式+t
J ~~.千十

吉宗 ~Ij 結果

(域別キー 70.6ヅ@

め

の

/sa.1 

/zaj 

m 

i到4-6

タzベ五令nl7-

之h
y
t
 

b
」

l
T
u
v
 

《

b

表 [;-2

，.，，
J
 

U
N
 

f
/
 

，，， a
 

宮
九，，F'' 

10 

27 

/a/ 

川町出一 之

J 

; 6"0 

Isa.j I 7 

/na/13a/l 

竺ZI--J-一-i

7上-

(之s-

: i 0 

P !之

之

~~ 

/haj 

ア
/
/
-
/

一n
H

3
同

、

司

「

H
H

-
'
r
w一

f
J

一

/

/

/

/

ε 

/日/

/N/ 



s{ep v i自:3-? /kA/ の1拭判

/同/め之拭村

/川/ Q¥ J拭判

step 4 i司J-1 j /叫の之吋 ~t.守

s-hp ..C @ 4 -6 /ha./の之吠什

牧って， i 70イ団的昔戸言気付 1:対し"(1(; 1白め妓

識別ポム')) JO.6・/。の詰¥~IJ 牟が特ら↓1 氏。乙

めコ Lフューションマト 1) ".1 クス壬末ょ-2に

/=[，す。

5.4 契同性 1:勺いての肴察

ニ室入布ンスラム IJ入力方式町制約づ↓t 3 

欠点、t.6つが F 計簿す究¥:. 1己主 l~ 時報の入出力

E す~ ，1，t牢のあぷす々レータが音 Ti亡 J って

計 ~r埼ヒ汁討し y 工夫大査の支主主喜.l主 iて作

h¥す a新聞記肴が昔芦タイプライターヒして

荊 II ~主?の持 F土日用途てーはこの二主入力シス

子ム¥-;f安問的であ.3 'G考えら-h~。二重入力

ンスラムで iコL 言乙のうご点在 6っ疋 1mJ 之佃の

?O 



め開イゑ刀、4lぽら?目立[〆マ

~If官報受 1"1 ~えキ ω

音戸;買わ ι.J のクイ'ウ、

力、 ιコク-:z 1 {l到のらイヰら ~1

計:首;

短ゑ官

で

-誌域内閉め

の之侍'.1')L でムる>}.青幸P.457めコd得ーら山

の帥約メ毛リ安の減少

. tit tえヰの i司工 ¥ )ぷ

f主主ずれの影苧 1~ つ l

てヒいう長所長叫6

マミC‘t クマイ;て i之

l"d下方!て y

い昔 f，反

y 土日宝出力M告11学的法這よべふ

L ネiて最 6大手前可!1イ本の口日主主:力

)1...有ーか;tL-k て|司ヴ工ぢ lくl' Nも-? 
h k め~ 

2 C'M程度の位置す-hl<f域別結

ヒが!ぞ政 lて

r、.国乙をすれば.i 

果/;:1 J 
『

'-

ク門 1-;1/rん/h/

ないk んど長会~t;F t及 lます

マイて石室ヵ、わられてけ 3'ヲJ 

気;九 E寸主め号ち子時!てロ庇れら白寄のきさ戸音

。)簡で

る領域

ピ]

~\ ~乞 E 尽じ

。色 lた宇ヒするぷ色ζ宣?ふ!~税;日'1 で・今

の
、
、ーモ広 rj"["(埼 y」ひ守の

前方 I~ ~~訟をが 2 へ J C'M増加

ためゑの庇誌を b1tカ日苛 Ap

句、、
h
州
白
早

F

、
山巧

V
刊
目

「
引
円
‘

，λ
U
 

めロlt) 1ミあ ¥h¥ず，

又ノ長通イi冨

てし

。

ld ~良部)司実方大

の;え入 ω寸呈震 I"J'JJ¥守1宝止;力

o a 
して

ら ~-t

k 

布、-希元

91 

モ?ぢぐ方;主

ヒ
、
、"4長j古ずミ

らのす..~1 

マL 

力¥

ヒ



本吉命支で l"d直性 ~.6 明悦 J 長-:! 1よ例制の小型1マ

イ?~同 l 1τ!言、検在行なっ t，-.tJ¥' ，最近で 1"Jマ

イ?の小型化ぶ i主計 p 直I(i6?n '>>t )長ゴ 10'7'/l1)t¥短

長めマイク 6出現 Lておう，寸イト lて実的的日

〉ス手ム炉実札て‘き A ヒ肴えら↓1J . 

押足来の研究 i之主・いて は調音私令め悪う干の k

わ‘3.t J危音戸中の音素認哉は非常 I~ 回数てみ a

ヒヲ.}¥ '¥号代。本命丈で 1-;10九i存在戸 cv音停

l~ 11長賞して識 ~IJ 安吠 E 行な「たなノニ室入力

シスラム 1"Jよさ 1:定者戸中の音素吉巴識 l~ (;有初怯

在者主揮す主ニヒが湖符でき~ 0 そ.J..1l江之伺め

マイクの毛ニタ一同オシロスコープ iτ4 っマ

2つめ;皮彩を視怒した fピrrて dふ音音更の精微
が寸ふ lてずE:t庄でさ 3こr.Iて J ~ . とめ点 lてつ

いて l;r今伐 I~ 碕づい六研宥課題でみ 3 。ょの

よう I~ 音 75;良の長腔出力とロ陪~:却をら散に・

・1ノクヲり 7・して処理す主主主Yの珂実 iゴ始めら

れ f之 lずかうてあり p 今後)79くめ課題 E解決

しな 1)tt 1ずならない射実的自~J fJ音予タイアラ

イターへの r 番の主主乏でみ j l 15え t;J-t ~ " 

?込



よ.S むすぴ・

乙の章て lJ D-S午 iID • 0 -11 十dIl・N-D子 IID

E 伺いて後手え母'苛 l~ /a/ t dっ 1G婚の官官日る'J

ひ/N/込?若手 lてイト均す S7)しゴリ、ス・ムモネし J

述積設長同ぃ R 音戸主{什~ 1怠帯主えを的いな 11

音FZ有料モるや認をi同データ・試民合同テータ

ヒじ"(識列車?馬会 F行な勺 f二。その結果， ZR計

前・対、号令問めふをについて 74'，70/0 (161/170) ， 

jio.6仏(1$4/170) の被写ゴ与を得て，その有向

社ち花心、め氏。最 1~ 1て y 二重;入力〉えラ.'¥ t. 

音戸タイアライター~ l l J刊 t、るよ t め有テヵ

1生 k ぞ的i生 lてつ 1) "7述べ['-.. 

この二堂入力シ之子ムで 1才日本語 ωj支の JP-

昔前1t J 最初¥-;:計 147Jの少な川崎間kj:r~' 1てお

いて大令麹し ).1欠 1，)司戒す丈領域て長終的リ識
別をす a方;五 E亡rrtfi L てら‘') ，こ~¥ ¥-， J っ T
計草-萱の J王縞 t 言内、月 IJ 翠の向..t..~目指 L て 11S.

与の生て・・ lJ 時間今~ jベて.0) Af.- 1~ I~ ついて忍べ穴

が司;夜散会，~ ~てのす員 ~IJ 1，ついて 1'J今伎のを果

懸 IC l て?を?↓1ている.
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境6孝 オlしゴー}し生産工程におけ a
曲目の匂動認識はJ)

b . 1 1"1じ 61¥之

近三ト F 言:t.l!-1~ 1-;: J ~音寺子十青年長処埋め祈 rfJl 1h" 

浩平丞 1ミ行な-h.}¥ ，楽器昔の今村 E 目的¥:.. l r~ 

祈突いn，(33)マミ主 J旨め色多方守毛持色目的 k した研賞

(34-州&)等がなゴ ~l "(さ六。よ.}¥らの中の勿くの

石存者では音0) 1員;えまえヒそめ日奇問変 ALt fFT 1之

ょって舟守fTする方;去を甫 p '(いき。本研~ I"J 

寸 JL プ-)し生走工場 iてお 11 3製品の音の検査

平曲目別箱詰めエオ互の白主力イLe目的ヒし{) 

オ jしプー>1..告の分析ヒ 符号イtJ そして動自の

花域実験を行なっ fぇ 6 めであ~ 0 31.在 F オル

プー )L主走工場て-I"d"嬰1"J~曲のドラムヒ司氏動

?えめ組合 t によ a 不良 ι 也有~元詰め喝の曲

自殺 j ，)め出荷主アきく“六的，長終工程てe 人間

の耳):. J ~す合査を 行なってい主.す lしプー}し

はまえ十殺の曲目がえ怠で-h; Jtz祈曲 b孔b

-k .3 r~ わす全査 ld 教，伎を芋し p 作業免キ 6 た 11.

?4 



めためよ仇工，tZE 白計イLす』こ k が笠 J.J.l 

て¥) J 。

こめ ~て rj ，実 rJ.3 4穫の曲目の製品 i¥" え

在百 a生丞ライ./..t...モ・不良 Eoの今食生ヒ曲自利

箱詰 h のやj4frEず占シス子ム〈入力十処 FEE奇

間よ秒以，{1 ・不良 Sロ出荷辛 O γ0 ・世7~ 銭 3 り

忠荷茅 Oゲ・〉在百十ゑヒして行なった基礎実戒

の結果モ報告する.

4.2 曲目白釘淀議〉ステムの株式

lil b -i 1亡す II :::l、ー Jレ m 株主 E 号、す。す Jしゴ・

レ I"Jドラムエの安定乙(P i n )カ¥":t辰吉~ ~子( tomb 

Governor 

\~ 6-1 

Comb i oot h 

向 Guldeiooih 

川lcrophone

オ)しコψ ー}しの株造

?よ



七oot.h) E ，;):じくふヒ 17. J コて音;良モ与も L ずれ

』の告;良もあ t、SN rじで・必ずf官 Jr，め Jh型マ

イクロ点斗(EC 門司 1S0~SON ，(製) ~ポ示れすえ (cotn b) 

の千万之内め住 3flt i司えする。ドラム iゴ約 i之

ん 26-1ずで 1 lPl彩、し， 161 a奇i亡円鳥 3告を r す k し

て t 自主主で 40'" SO菅沼 jミロ為.3 . 立 ， 才}し コ・・ー

JL. Il風切りはovernor干an)ヒロ:11ずJ.-t ~ 1自転校忘

dち y標準クイ 7'dl 寸 II ゴー}しで 1"Jドラム 1

日絃 lえっさ j玖切り iゴ1412 I自主主す J 0 本研突で

¥-;1 )玖句')の回転れを;員'J境ごす J ::.ヒ I~ J 1)ドラ

ムの!日伝角 ftt.守口 J万:五五採同し尺。)到の J

うiて与さ九グイ寸ード k ホトトランジスタ問の

l!l b -1， 

FFT Spectrum 
円no.lyzer

曲目自動認識〉ステムの構~



風切り[~よる返限定校出し) 1¥・}しス k して尚

力すれ lず風切う i\自転 l~ つ守之{自め J\. )しスモ

出すので・)乳切っの l司争えまえばパ・)/...スカク シタで

計たして知ぷ 乙ヒ bぐできふ 。 l到 6・2 ["マイク

ロ Jt、シ~ J\・ l~ スガり

〉タからの 1]1官報モ処

理す 3 :...ステムの棒

万えち示す マイクロ

す¥から入却で-krて

音波は増樗l容 k ロ

1¥.ヌフィルタ(返 ifr

j司;度数 6kHz) "&. l通り

FFTリ 7 1しタイム

スヘ・ 7ト11...7ナライ

ず(mod e I 311.2)日亨什

宇工業製 J バ下 FFT

7 すライザヒ国各す〉

l二フ lL スト了一 Jし土3.1b 

V て入勺ゴ↓¥:3。寸

)[.，コしめ音 11表b-i 

17 

ゑb-1 音程寺号ヒ)司淀私
の関係

Sound step Frequency Note 
number Hz) 

1 311.1 03~ 
2 329.6 E3 
3 349.2 F3 
4 370.0 F3毒
5 392.0 G3 
6 415.3 G3曇
7 440.0 A3 
B 466.2 A3書
9 493.9 B3 
10 523.3 C4 
11 554.4 C4書
12 587.3 D4 
13 622.3 04書
14 659.3 E4 
15 690.5 F4 
16 740.0 FH  
17 784.0 G4 
18 830.6 G4書
19 880.0 A4 
20 932.3 AH  
21 987.8 B4 
22 1046.5 C5 
23 1108.7 C5曇
24 1174.7 05 
25 1244.5 D5書
26 1318.5 E5 
27 13 96.9 F5 
28 1480.0 F5脅
29 1568.0 G5 
30 1661.2 G5量
31 1760.0 A5 
32 1864.7 A5e 
33 1975.5 05 
34 2093.0 C6 
35 2217.5 C6~ 

36 2349.3 06 
37 2489.0 06~ 

38 2637.0 E6 
39 2793.8 F6 
40 2960.0 F6~ 



iて示す J う 1，J 11 '̂ 2? 6 0 'H i の見届 lて分布す A

('(め ffT ) '1ライず rJ 5k卜liのし L ジ Eイ吏同す

品。 fえって~ fFT 7 ナろイザ i可で rJ昔況を 10

kHz てe サシ 7・り 〉グし J10Z4イ副の;夜長うデータ

E フーリエ変喚した伐 "s 1 2イ|自のマグニ寸ェ

ードスヘ?クト}しか・ 12Ti-!:， で出力マ.}¥ 3 0 マグニー

み::I.ト• .zヘfクト Jしはスペクト lt， A. 1;トの実持

い虚幻 T1-:: J って江口九来いい.

S 1'2イl自仇出力のうち O舎オ也 11亙;九校令)S 11 

番札 1"J .CkHz l~ 汁たし司;皮まえ令解伎は?~け乏

であ品。水研究で l'd .3 0奇才色 273.dHz -J 10番 1也

JOJ3.JHz のマグニ十ュ F ドヌぺクト lし~，マイ

クロコシピュータ(LS 1 -11 ) Ii:入力す主。?全k

工程 i三おりてはすべての才 lしコ-) L-"'E-曲の最

初から鳴らせて計算機に入力す占.その日守 p

曲の，最初め空白区間的入力/7. J j メ毛リーの

浪費を下方ぐため y 曲め最初ぬ昔~ t令忠しその

音湾、らハ分村ち lO'め 3棒t¥"E:.ヒヮて¥) .:， 0 入方

検出 l~ J'~ヒし T 十1. 4 V 川 1:. 0¥増給器出力 lて対
¥ 

して羊字長ごマ)~斗ノバイプし一夕方\" 1仲間十F;V

?8 



E出却す J)司路在的¥1 J 計算吟\~ょのフラグ

カ¥'J三力¥';.， r-;.. ..~変， FF T7ず¥ライザ n、らデ _r タ言乞

h 取っ E 問拍す A-JLス工の J う lこ計~~t4そ11?lzi・

J¥.. スカウンタ;.FFT -，ナライザ・入刀す全出。}司

応急、'?))・青手R'E-T兎ぉ耳之う J J Iミ)¥. )じス古ワニタ

べリセット信号'E!差 J 0 L~ì 6-J に FfT)ナラ

ぷすi、ら¥デー〉タ E免 h 取 Aタイム+ャ:ードを

示ず.ず}しゴー)L.のドラム IJ曲の最初0'1宝白

を?のi切、 4白紙1(:-4台あ出lも;賀会す占。(1)計算

埼1'1"晶め最初の青をす全臥した後 J LZJ11・JLえ

; I'ntut det ect lon 

Pulse couni er reset 

もPulse counter re~d 

FFT compleie 

FFT do.i ~ re~d 

Tlme wlndow 
8msec 

ド一一→H

33msec 

Tlme 

102.4msec 

I~ 6 -J FFT子ータ言を.J-t耳ミう h タイムー子マート
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ヵウユ <J ¥) ~りト{言号 E 出し p く 3) fFT~J 

信号~ {{寺っ。鬼 3 信号す全也 f五~ I (4) 下FT デー

タ左官定 h 耳又~ 0 こ'"'<: }愛 dι す 3 ドラムの 1m

車Z よき走 l亡家~ ~r すれず一定 0\ 1司転角度ごヒ lてFFT

データ E読 h取 3t-:.. J) I之J)・ 1しス力う L タめ{直

~ -:Iリ前す 3 0 この値ヒして p 計草域内記憶を主

堂々 FFT変換時間，ドラムの!日産i¥速度を考乏

して経‘喰的 l之之0カヲント(1白紙角 2.占ii.)五

採用すc3 0 く占) J ¥ 0 )しス布ウ L タボ 10~ i"十4えす

るの E特っ.計叡の後 y 〈6J11・Jしスカウ L タ

ヘリセりトイ言号 E 出す.なお， 1回の FfiT計

算 li:ついて波形めサン 7・リ L グ I~ 宇す j s奇問

¥'1 10之.4?>1.Se C であ aため fiFTIゴ時間廷を 33

帆 sec...ご、ヒ 1-:"1司期的 lてずらして主総して行 fJ-h 

-h c3。又 y データ設計取りに Itt8川氏左手す

~ 0 以下(幻自(b) のサイク Jしも経つ i乏し， 1iE

m データ続み月又')'e 1 7 しームヒ~.Jぐこヒ l~

す~ 0 っしーム閣の B奇問問稀 Id: ドラムの l到転

速度 .tl¥"j互い11長く fJ .3が y ぞ鈴て..ld 70 ̂-J 00 

汎 S e.c..の{直 lてなっ夫.最後 I~ 生産工場の
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につけては主走ライン五?間男12等F宝E作 3

ニヒ対てラ.3 (-:.め，ホ桁狩て"は孔常 m 汁31時

室内て安島令モ行なった。

6.3 す}しコー >L音;皮の有告文

才 1しヨ・ー Jしも;良 13fkE全m結果 J .!ス下仇 Jつ

q 拘 ~~ì f_ 6っていぷニヒか会勺 fて。

(1)切々の放h介口正予;え J成長根狗をし 3 イト

析す J 司法訂正字(27 J .よりJOυ.J Hi: )て向調;定政

今 11Iト?い.

i~ì b --4 てす IL ゴー )l官;まめ;良れの J イ91Jf 君、

す.矢 Fll (J) 区間の先制 ¥j 九 17.白鳥っ t，~^.:支被安1J

昔ゎ対ヰト均、-9-長ヲてい主告?令である。長印め昆

日 10 20 
TlmB (msac] 

30 

lPl b -4 才)しコし音;皮の j足弘
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に..."治、“のよぷ、フ
品

、fミめすロ鳥らE ふ
日「司て“I"J ;¥'の

、
】J ¥ ) てし止iE お-iし二為てし振動弁 I~ 井然

つ之
P 切"， '1司時 iて鳴うェ!.

日め'フ之iすち WjのRI
S
 

F』
Fav--

区の

場合¥ ¥ ~ て-um 
方、-支匂沿わす主弦;良;良吉f4長動の

}しクぺスE 含む E 問での吾f;，ト与と印。3 であ

グニマl~ ~t ¥ I 形めつJ の6-S 1到た日寺/し令す背

l!I& o) 

JL (<a)) 

ヒ}し

ト

ト

7 

ぺ?

へ.

ス

/Aぃ骨らのス

1しく以 7

。】すマ

へ.ク

k 

ス

( (b) "'"け)) 

ト-十 2

lJ') 

・・4
{
口
口
同
様
〕

ロ
・叫

/ / lJ') 

。市コ申
]
c
m
d
u
z

3 

(k Hz ) 
1 2 

Frequeney 
↑。
ロ

ド司
{ グニ十-? 、Jl..音;良の

-10之

}し

Jしコ r_

トへ。ク

オ

ス

(;-5 l到



L t 出E しれす今』(a) IJ が子見わ h..~之4宝寺Eo'! 

J 

昔め

し)L. . I亡すす氏;ヘ。グト

じかね六守成れ

スUうJJ.-
B J よt I 与す辰吉ヵヰト I~

与J ヰト )-:: rJ ( b)へ (f)はすで iて

()，< &えく

与

11'1問去にほ i

ト}し l亡云すたすへ̂。 7

J 
γ 

Jしの

後 lゴ縫ぞか l~ 風変す

へ。つス(之)

。3 め~ 

}レ償えの日号間走:

i才l到 b-6示す。

トぺク

6 -7 1て

スi司;反訟で・の

1!1 3 6-6 

均史の

イじのおIJも

Hz 1109 

lJ) 
・... 

{
ロ
ロ
日
発
}

一一

(b)¥ ロ..... 

lJ) 

。-u
コザ一
C
回

d
z

40 30 

number 
10 

Fro.me 
20 て

U

口

ドグ二十三

日守問~' ~~ 

中高昔ええの ...， 、

仇
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話、ぇ。の場合であ 3b S~ Hz 16 l到 6-7 11 0 ~ Hz 

J l~ 6 -b 矢~~ (b)め

後十台、!て;長交す

JL時間定化 iゴヘ・ 7 トスめ
.i:l:-
8 

i司。A ..t. 1)¥' iI l~ ~í.く

;責私的音

つ

J (/) 6 -7 @ 

;民索中 lて;にのも- 'tJ\~ iLよ

ftZ考会 Jそ鳥っtK達手危して

かへt，" ~ '苛め(/) う\~前

きう告11，ト-(‘ AJ1..J: の如何)ん (e) ¥-;:f音

フ

lL.. 

p 

d 

ト

。、 d

ヘ。 7

↓コ

つ
へ

d 

グ、

め比較刀、ら

4色音 11¥(3oo "-700 Hz ) 

l到(;-7
' 

( 3) 1~1 6 -6 

一絞 iて
F 

Hz 659 ーー

IJ) 

-‘ 
{
D
O
司

決

}

Cコ
'司4

IJ) 

。}U
4
4
相

}
c
m
d
z

40 30 

number 

20 

Frc.me 

10 件。
D
 

ト‘ス

時間表、 Æ~

グニ十

}しの
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のづくうす l立中忠告ガ\めそ ~Iて lt べ‘( )h守 t' • 

(4) 1勺め}司 ;it:h Iて;主防した吟( I!J G -7 ) J 

事会普工め 1司 4子音符 6J¥ 今昔特 Cスヘ?クト JL で

iゴ1司ーの丘 L う杓，]主'c.:.民う長物H-ち6っ.

(S")、 1つの l司:東和 iて;主目 L (-;. s守 (1!¥6-7) } 

主役音の f号令，前の号の;人索令官室な A カfス

ヘ..1 トn.0'1主..t. ，) !l守の増ゐ r;r=3')1¥ il音ヒ I"JIJ" 1司

じであ 3

ピプノで ¥"J 1音程 iて唯一つの弘が村氏:ょして

いるが y す}レプー Jしで l立す張力令官振釘ず lてじ・

./ 1"::特徴す占こヒロ音質をたくす 3 穴れ l司一

昔程のすき出す宇えま工のす反動身かd存在し司-

if4Eめ主役A告をもらす場ふ iて ld 乙↓lらめず反動

JTち連会屯してl'j じく.

( G)首J1.見(りで~べ r-:. 1司 r 音程の被訟の教委~-4t

がタタ少ずいた振動すえを 6 っこ k があ~ . 

( 7) 121 6 -6 矢印 (a) のよう I~ Jll¥ iL L J しむ¥6マ

ゲ二十 1 ード 700程 l誌の丈今な雑令者、-現われ

3 

lま@'c...して y 立 L 1)日苛めをしわ音・ j玖切り

10S 



ぺot量阜の!自転音・ i副6-i Iてお 11ぷゲイド今(

~ujde 七ooih) 乞振動抜方。イド〈乙o川 ~uide ) め厚

3葉音・室内騒音等が考えら-M ~ 0 以下て岨 lすこ

の殺すを Z九it殺すヒロチぷ。

6.4 照合ヒ誠号lJ安‘馬会

高速 mっ高7持産な〉ス千ム E作 s乙ヒも自

壊ヒし，.亡照令・詰¥~IJ 実検(;主Q)カズを y データ

入力;え・スヘ。 7トjし?ツ Jトシ i;t\ ・ ~1 号マッ

十二グ庁、め Illll-;:言t8Mし F その結呆 64トムでで

よ主ぺ品。

。主) 不穿で lコ曲目照ゐヒ曲目域号'Jの実、吹を

行口うが・ y P月、令ヒはあらかじめを手銀づ~， '{ ¥ 1 

S曲目力、ピうかを判定す.3 6のであ'))域別

ヒrJあらかじめ1f-妹す似て tl .3曲目のうちの

どれでhJ か E 判!定す.3 6 めであ~ Q r，~ Icトヒ

識別モイトわぜ tt，~吉弘ヒいう。
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b. 4. i データ m 入力広

FfT 7 ナラ

ークイ~ JI1 ;f 

イずかり 273i?45 i二入力

;ω心;(i=i~azo，J=1~し)
ヒ江主 U し ¥J 入力データ 5;〔っし

寸~ lたァ

( 6 -i ) 

ムむ〉て‘

;VJ品。本部契て lJ¥守角川(2砂殺え )-fE

ラ豆日守問( J-fケ以内〉 ・す乙1え容室-・ロ長 J音めね

右 JlY-J備右足核実民会ムイ.'p早 iて J ') L::之O ヒす

よ。

寸、 jしつー)しはそえ b-1 1てネす 40すfto音程ょっ

株式-:! ~ ¥て¥l ~ • これらの音すZkft6-1のよ

う 1-::-%-号をつ ¥1 ふれ司 E-Z程番号 (sound step 

i'1lJmbeγ) ヒ吋~ Jぐ。 寸)しコー)¥..め生考会 y すめ)司

;良まλlゴ友 6-i Iて不 Lf-:: 6 のからま 1&てント
(占o

の設差抗手守-ゥ~'\ている。 よれ ¥J人間町この核

定:11;] IJ¥昔 tNlラ令 ¥1，3 ι¥: <Jてで予ない jミめて

ぁ~ 0 ~えつで J 才)しずー Jしめ|高官て I 'J ::t 26 Hz 

の主要:をが生じ aよヒ 6ch品。マょで (中 IC-'

i司;夜長)t (許京 3考委)の見 l罰 i句の音~ 1つの

すす互 に汁 t~ 寸で tJ ¥) ~l Jずならない。本列究で
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¥'"j下FT-;ナライサ'" ~~刀呑 7也 J0 .....J 1 0モ401E.問

|てふ客IJしノ乙の区間番号モ改めて Lk 古品。

第J 7 レーム第 L区間内のスヘ・ 7 トJしの最大

イ直也その丘閉め代表ほ Wij ヒず品。 40E.閉め

小害IJ:t乏界 I(}. 経般的 I~ 支虫ごした.す fJ" わち，

w U :::. m a X 'iLikj ( L-:;; 1 ̂' 40 ， j =いし)
( k 1':境 i1Era1内の寺1包)

( 6 -2 ) 

であ 3

ヒι3で F ドラムめ}到転角 1，" I弓剣 L てデー

?を詑 h 込む r~ N) エLy 日 の立 L う ld 回転毛皮 I~

よらず吟湖特方伺て・王告~イL す机話。しかし J

会振動弁の 3反動の;炭零時間 1;1ドラムか l司転速

i{ 1-': よら寸ー定て・ム 3六め p 回転釘乏¥IすIJt

か吋J:..， Wtj 11後ぞか lて;1¥をす j JうK 見え

.3 0 '{えって)wむの;風景曲線めれ ;J(1-:: 11主字

な片手長 iす含 3↓1ず)~氏名トフし戸ムじみ・ rj .3 

ス々 7ト>L今布角形状 d)到来また I~ J ")て実;

わ 3

本桁契て・同りたす〉フ・ 1し 11~通常の計五千金乏

で入力し r~ 0 I句言え Id'1司ー曲目。才 l!.，コ“ー)L.S-
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(国(曲~ R ¥:す J )を各 10 \~ .，実は j 1ワ曲(

曲目 D1，，-D1'1" I(.す.3 ) ~各ぷ \~:C) ~ 1.1 .3品7のド

ラム t 振動扱~組令i!. 1てよ S 不良品 10{IBを各

1 1目入力し J 計 11iサシ 7・}しを汗iたし t--D 教

i手ハ。ター.....- 11曲自 Rの5"0吋シプ>1.-中 F4長初代

入力した 6 めであ~ 0 こ れらの曲 lてついては

低音力、ら喜1昔 j (~音の令布が広 l ¥封] この令

布カゾ偽一氏め，三 i主特モ含む子シオJのミt¥、世7y
テシポめ j星¥I 曲な 'c....J.ク

6.4.2 スヘ。クト}しマり斗〉グ j天

前 ~r で~べ• r~ 理由 I~ J 1) ， スヘ・クトJlか骨ら

4大lて看昌し去でり千 L 夕、;安!てほ欠点、力、希えら

~t 3 ;tJぐ
P 
ここで簡単て品企 tJスヘ。クト IL マッ

斗〉グ;去を拭 h 品。九す，買、(6 -之)の WiJ 'E 

1¥' (6 -J) I~ J 1) 正規イL して NWtj ~ ~与.3 0 

¥ • I ゆJLi
N VV i".i ==一一一一一一ニ (~~ i ---40， j = 1 '"し)
'YYtぅxWij 

( 6 ~ 3 ) 
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未知{ N R tj J 1¥0 タ
y E 

、
“〆氏?章、 i早川・タ正主主イじし

め ffe荷主当')ι、し

てー党全す J

フf i手{主

t(' (6-4) 

しk { N X Lj J 

L」

E 

Tisiance 

、
J 

(6 -4;.) 

。

しゾ
/

〉
〈
ー

しと判
的立川Dis-cance ==-

し授令~政もフ。 Jし lて週前d〆
寸T(/¥ (曲11 1 ちわ

、
、，

もつ。}R 自曲す。I~ 'f， b-d' i到r~ 信号たを4うなっ

版取 l~ tJ |司今呈友のk D1九 Dl7 が曲目7 -)し‘ 
d〆サJ 

入力

司令限j{

りJ ;見入 1:

6-J' ¥21 

(/) 11花を

ウであ

↓tら

。、

、、
』

6 

コt;¥" ) 

し

、)J 

宣言英す令弘

って

reference 

。

1 he so.ma r間lodles 

reference 

• 1 ・.. •• . I •• 

r ・・••• F ・・・・••••• J 22.iiiiii 
トーーー『田岡田ーー'

D 

o.s 

n
U
 

4
胃
4

3

J

-
n
u
 

-
n
u
 

，

.EE--

一

*

4

(

 g
 
e
 

n
u
n
 

+
つ
』
&--z，
 

Ao nυ
 

• • • 
円

U

A

，
 ・・る

••••••••••••••••• ••• • ••••• ••• • ••• • • .... '" 
melodles from reference t he; dl f f erenl 

て.， J 

4ト布

フ 1~ 

6月

、

ー'

タ

ッーT

メ

マ

1¥'ラ
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、

'" 
")寸

J 宅

‘ 
JL バクつ八

一

-fA

-
、
，
一
、
注

d

・

4
R

二

分

力、‘，コU 長ぃイJIJでJi)6内

t、54vカゾ妻、イt.L 

iIt1ha 

で') グ戸、で rj的 iて J

し初A;，fi で勺よ

むlて

3史471コこかるな
→ d齢- ---，"--，. 

V5ミ iて京
6

t':. ;~r'て ':.1ゴ正札 Aじで

て辺 aへ・1-f二;J う lて ス

巧 a

ゴ1・/コ¥;J、つのいる音!てそ誌づで3 ムレづ

、
、'手 tl3 しで刻があ

jレトクヘ。

結果、.11何

). '~工

;去で I'J前

るJ ヒ

↓1す;、」
J

;穴怖で衿号

て-C 4¥ 7“ 

失点 E補う

p 
I!/ _ア J

同""1

.‘ 

り今マfこめ lてのらh 
、
」

。3 べ立2て

1-'c 

f寸τ

¥ ) つグ~f. iこ、
./ 

をす!~号JL 
凶

グ;gk

れ
h

J

ヲ

、
台

hd

『
，

d

、

千
巴

-
E
E

、，‘.z
.，pu 

j

一
切
，E
，J-
-
t
 

r
I
J
 

r
y
 

、4Jf引

、
、，.，

P 

ツ寸? b.4.t3 

のタ-r へウ

メ1¥0 ラめ，一〉

の結果

の之ム事号

;) 

レつ時 αr ~ 旦乙

-ヲ、(' i司をぞ

特号

7jf号イL す「
J
ー
レ「ちタ

ヒ-，: )'まつづー"ヲ
‘、

f 
C ;1:， 万つF77U 

，内
/ ，〆-i '7 

.... 
イ寸号

l亡す J吋 Ù~'

-， 

‘ y 
b -I 1":. ート司~. )fl ，γ 寸口号{じっ

lE1 。q b -j 0 I~ 示@ モ

」もー、 4
!!~ -(~ ..!?!ょへ.'

トヤ
〆
戸t"'ロ7 フ‘ 

ー"す
時J

¥ ) 

て ，p)ぷ

ーコ~ ¥ 1-:. 、
、四

ウ入

jJ¥' 

fミ

A であ

a唱

--A

a--Eゐ

aqt-畠

b .4 . i 

除去CI 

b-?ca)(t)ll 

~ c i Iゴ3Aえ ，1it-昔



(a ) 

( b ) 

( c ) 

( d ) 

( e ) 

l引G-?

lInput of dat a sJe=q1u叫eLnce(wlJ) 
(l=30~310 ， J=l~ l) 

l Dat a comp)resslon on frequ1~enLc) y axi s 
(WlJ) 0=1-10 ， J:;:; 

|Encodlng on tlme ~xls 

lout1ut of O-icode叫 uence{C l J } 
↓=1-40 ， J=1-Ll 

入力デ A タ系列の符号化フロ A チャート

Co.lculo.t lon of po.r町陪ters
Go.l n o.nd Loss 

!且 b-10 ね号マッ十ングフロ一千ャート
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τlゴf是認す j. • (d) I"J .日号{じ長1:z.ム 3 ~F 
、、

てめ~理 IJ 舌 45 舎号ごヒ 1: 行なう。すむもち，

叩 G-G ，:司 6-7 の J うなテーグ {WIJjlて汁して

~ H: E-行なう.寸 lしコ・- )し昔;設の完へ。?ト}レ

¥'1全土 l)立 L りヒ，fえやかな;九衰将位モ 6つめて)

差令住 JW~j

JWij ::: Wi，j寸!-¥Ji[j (6-S) 

めイtA1-， J う立工ツ&t令おす 3 こ'c. J.¥・で号 a。

すりらち，主..t. ，)のイえ買で・1¥ (6-0")ゎイ直か A

ラくむ a。 ス ， ~ Jう lて して件たをベト伎の

っち

d、仏/LJ・く w
 

n
A
U
 

，rt
¥
a
A
-
J

一、ぜ
u

x--
a

L
一

m
h
一

(6 -6 ) 

忠治作ずる(T) 0 殺すヒし er余去する。よ判 1':1 

す)Lゴー Jしの場合， J司 音42番号の言めしべ‘

) L 1て大走町、rJl、こIc. E.-1:IJ 1刊してい A 更1:' ) 

iF16F7長印(司)め 3うlて之 i!J?皆でえよ がぷ考会y

をそトJ直rJ主伝 Lて大守口{t5.t:.ヒ J が y フし-

L¥令号の jいざい方のわ有向ヒす.3 . 
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、
'- 。〉 J つ L て昔め 立 工 り{主主 ti会出 す 与

ヒ o~\ え雑音 d 1司保lzff号イt.L :z し3 つ。 T 、』

で， lil 6-7 (C) 1てす、 L r~ ~往昔 7全去 モ ~1 号イt. 1 '-<苅

!こ WjfJ つ此，牢があ J

IJ:孤L主性を考えして

WLJ>S X U/L，J-1 

W~j > t x W~， jd 

の向条件を ;1'奇 fミす 6 の

室。ヰ均〈在 W~j Ij¥' 

えず， 大令

を?全去 す 主

えf 孤.~ ~色手色昔

• 

((，-r;) 

次 lて y
7，陶

"rl 

w:;=(WLJ-1十Wi.-J + Wi"J1μ (6 -8 ) 

WLJ〈 G ((; -? ) 

t角k す工場合 y 雑音区間 ヒ h な し走会¥イ直の言↑

土iも行 rJ-hな¥1。{g L 。111¥， ( 6 -7 ) の 条件
で除去で今 ない)}¥ざ rJ J~\ .え去をすら、 31)"そ の4也

の花;-モ除去 ず J たム l亡程政的 l~ 決史し k し

二号 I】但"(:d) .3 

六枚 lて代号~t.'フrJt佐官処 111モ行 tJつよ
。】¥ 

す+tri' ， 1~1 6 -11 Iて示す J つぱ 良占寺な i:51長力、'1与
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結果侍らのが符号 {ιO k @ のi到 6-11 ぷ十1ιつ

1;1 O ↓1 号イじゴ持/ ‘、し立Lil • でめたサl

之Fぷ

イ主活:で作号イムプ

でみ(J) どた↓べit 号~t. -:T 

本来 73号イじ古

てず~，\ムしフ

-AS』ベ与
t
判11 × 

↓I f/令、

完全 iて秒、

r"r号イt，-:r
I"J J r-:.雑音-

占て

が F1t~ ') 

し了、をh 

ぷ牛

そ

iゴ

l ) 

の

¥ 1 tJ 

r-:. 6 

て

? 

ロ
q-

• • 
口
問

ト

@

』

εヨ
C • • • • • • • • • 
D
N
 

ι
o
v
ω
 

X(!) • • 
' 

x 

x X(!) 

x 

• 
畑

• 
x(!) 

x • 
ロ吋

d
u
C
4
J
o
ω
 • 

40 30 

number 
20 
Fro.me 

10 ↑

o
 

口

-1~IJ 

• J 0 ~F はこのシスチム I~ t-いて符号4ιゴJ，T: dの
!・i:pI'J jfしい fl3呆
to印 11校J勺 k結果
×印は桁号{心ざ~\ 3ベライ立富で特号イr..:! .J." iJ <J ¥ 
っr，-tの
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去で亨 r，-. 1:0 6 -7 (e) -C ¥J ， I~ 6 -11め・ t. 0 1て

匂点す 3 位宮 l~ 1 ? 1也仇 AiL¥歪 lて 110 ~与え 11

号 1¥。タ ン E 出刃す 3

/l. r:.: i到 6-jO 1:':ネし τυ 与符号フッ今シグ

;主 1'- ついて迂べ・ 3 0 才 iしコ‘->¥..音 ¥1振動初め

ずい y ドラムめ i日車五二主主 iて J っ( )めぷい lJ'

符号イι仇処理的方:乞 1-:' J ヲて~ iっしーム寸れ

て特号イ~ -! -k J ム k ドかい..@ b寸1において

6 4・か戸町て・・そのイFリヵ、ー・みら-h J 。 マ L て FTり

Jト L ゲモ行なう吟 F 符号帯、 i手1¥.ク .... t:..桁号

をい"・タ ニL の i仇住まが i っしー h す↓1

ていて 61司じイえ窒 lてあ~ 6の'c. di rJ す ζ~ 1て

すぷ .2争実 の Jう q 処 i!~ Wr tJ勺て 6

本来:主ヲ t~ {長室 K ふ 3 i ~戸1 -の dPl tdtな

すニモ lゴU かゥ t，- . ここで y

Gain :73号帯、平1¥・ 7-./ k 吟号去長ロ 1¥・タ

/ 1-の 1司じイ主主 l~ ム J 1.めを之

( 1フしームず↓[!， 6'の 6含め.3)

Loss:75号標準 1¥・タ rLk144r来初 1¥0j 

J r め実ヴ J位置 lてあ J 1めま之
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訂 i主めLoss/C1a in 

B すl定義在

フ・ IL 1:" jえ‘ 
，〆サE タ〉えJ¥"ラ

占川0'， 右端
F 

1日1ヤす

Loss/era in =∞ 

~ 6 -12 12"1 た結果 sし

之，の6 九
トつなk ('7.. o") めGain = 0 IJ 

ヘ-てえl'd 
、仏
J

ー
山
川右¥" '-3 

べ.T-... 6 

ー判tつh J {由ちつのR 目曲

ε めヒ l司じく F入力でよ芝、フ岨h 

.".. 
ノす‘ν マ}し、ドーク

主実守金ト

教フ

E 入力し力、し3 でみの6 7三L 認す令出

レの
‘由口

司教支 7初司_ 1-;1'・ y} ¥。タ消号/ミ才号令のし出

s • 雰)あ lて判 ~IJ で号て-のl 1 iJ 力，"琉-hh 

Loss;(合ain壬之

i ム

た場合

‘、可，‘i
ど
a実、喰 1::

L Lこあ A

σ1 

て.'R 

す

自

;f， 

1主台=寺

6-之

ヒ。}

E表判定給与E0) 

reference 

nu 

a
曹
司

L
ni
 
a
 

p
u
 
F''' 。Ma$2
 

0

2

 

t
B』

E

o.s i he S01Tゆ rrelodLes

10 日
-・・・・・・
0

・・・・・・・・・・・・・・・・・

rr泡lodtesfrom reference i he dl f f ereni 

られ fてノヨ
干すて'? 3 グ I~

ペト布
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R号令 l~ Jりの幸子詩ヒy ン 11た11号す主導 Jγ タ

。、何ド 2。1乙r-:.. し~;号{じて? k苦笑十
とO 

↓t 合3かf¥Tポ之の6 k て符号イじしヒ3芙勺O E 

Ie，. -..，. 。7玄;手1¥。タヒ必ず3をかめられた
、
、ー・3 て

-良J ， す-kld 

る主主込し r~

ちイ堂前ののビおて寺子言普L 

。t 
、
、‘'ぃ結果必ず得ら4-1 .3 

↓1. l::r識

前ミ込め?互令モ行なう

3 -z .1込べ.¥ 1 域 ~I] t 為令 I~ っ
ノ

|之Jえ

しt-~ 1て吋註7そもA 日IJす

前主L会話¥~IJ 1:乏界 IJ

， 古式 ~IJ 曲

a {'行て“きてワJ Ic.. 1て
、
』

1'-J 自"E >>-1 ¥ ¥ u¥ じ6の fRdト実検¥:1司

まK¥~I! ぞ殺で iゴ

ム帝王す i

J ス。し r~

を符号 Aじし

{E Eイ主前らず一定の

しフl三後 Fク} -入刀

符号?ッ十 Lグ I~ J j 

照合実、故の 5531

麦ζ-2

カザ

め IJ

区間 1'-

b ¥ ) tJ 

ilI 

Jiゎ h

5 -̂

方言史入主J l~ ~!音

l
l
H
U
 

戸、

ーム
1ν「し

V
戸、・1』
u
pw 
v
t
 

η
I
 

Aι1 

R 

-
切〆「てすす全止;が走乙っ

3 R 

マ再入力しI.c.. フ。 Jし

S"1 

to 

D17 D1 "-

InTenoγ 
g.u a/i 1:. y 

U& 

し

-
4〆

フ・ 』し

入方

寸

-
伽"
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フ・， )し 413y‘ 
.〆し話¥~Il l青島全 I~ {史的.斗

‘ い'-'
J、'ヲであ

各ょτ ¥ ) つ，、
バ
H
e

b
H
H
 

RJ Rz R1 ， 識別曲目【7、'ラ4 

~ JClサ不
P 1 uil えいD1 ，." D14 rJ 自~l ~1!lのめ

リ

h
t{目ノ

左{を}しコ、ahv} 
オ言十4斗イ副のy 10{EI てしヒ〉ヲし

、

‘" 
7手:準 J¥・ 7f亡.し↓I 4 I司入力れそ-そし同

y

宝t
t
 

か勺守{lE¥のJレ名、 ζコす 11...めR.tん R4曲目\~ 

し f二。j下方よ"( し入方~IJ Iて1..11釘ずつ芝ひ・・ jよらー .【

tく:.、

ーまえ ~q 結果 I"Jギ良ず-不モ念 6-3f.Fj食結果

ι社!?可季・ E '{寺て，

。

o ~ん

f之を5をかめ

6 ヒり出荷手

有す1] I~ 

自戒 3

cfl 

曲

、

J 

ノ

づ‘.. ~ rr号マ

片号マ・・r't表6-J 与す長判事?授の結JiL
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b.S むずぴ

主t~ 埼 I~ . J 3音者 1官報処理のー研契 k し T

す}しプー}し音の会すfrと符号化 L‘J{}"曲目小諸¥

~lj I支品会主行な『た.令 i~ の結果 J す Jしコ姐-)レ

のイ1!1々のをは正弘式表振動えであ J t¥ .1 主ム

う日号・ゎ守 L J+ を・)~切っゃ者阜の i到転音・ず

イド・ 4十ヒ振すっ-m.11"イドの摩擦告・室内.騒音等

刀γ注入し y 月号号イe.. Iて大手 U れ牢 E 及 I~・すこヒ

カぐ石をかが〉ら↓¥r~ 0 二ムらめ雑音E.1余去しアオ

Jしコ・ー >L 音 E 委主普 l亡長 6 一致す~ J う lて符号

イじ寸~ -; l¥.. :J~ ') 7......久 E考え)，てに y 二↓1 I~ J 

勺て《専ら↓¥~符号を爪 υ た持号マリ +ι グ;を

E考案し p 析しいけ・ラメータ Loss/uain I¥. J 

3 曲目の識写'j 突馬全 E 行なゥ r~ 0 ぞの結果?18 

す支小曲 a 1::. J 実な A曲のドラムヒ千反動宇えの手具

合¥-tt~ tつ 1011引め不良 Jロち含む 176サ，/71) )レ

iてつ¥1 て y 不良品はすべ‘ T正しく桑却す -1-¥ J 

1伝良品の 4.Sγ二五棄却さ ~l t~ 力ぐ二 ~l 11入巧

4長足 nでた¥)サシア lLであり島入力 l亡よって良
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